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大人になれた日

A糾 荒井理恵

「飛翔 ～1IJl日の私述と神戸へ～」
私迩2年生の修学旅行はこのテーマから始まった。私にとってこの修
学旅りは，どの活動をと ってみても学びの多い，忠い出深いものとなっ

た。特に説恥活動たるものはテーマと深く粘びつく祈動ができたと思う。

私が当初，名えていた曲企祈，動――。それは「適‘1,1に洛ませよう」たった。特に眺昧

を持つテーマでもな<, IItなる一活動としか名えていなかった自分が恥ずかしい。

当初，払逹はます阪神屯鉄本社へと向かった。そこで見たものは，それは，私が今ま

で経験したことがない位， T直な応対だった。私の予想をはるかに越えた．その応対に
は感動せすにはいられなかった。私逹は30分も甲<i(i•いてしまったのだが，そのまま会

議至に通されるとお．．人の）jが既に資料なとを！「I必：してt、'fっていて 卜.さった。あいさつ
を済ませ，席につき，様々な'filりlにお答えT(iいた。',,には，失礼にあたるものもあった
と思うが， 払逹ができるたけ深く理解できるように…• • ' と幾つもの行いをi舌tIl してltiき ．

その行為には，何度御礼を己―っても足りないほどたった。

その他，阪念鉄迅や交通局， 11}物館と四つもの場1所でお品をお聞きしたのたか，ある

所は．「まだ疑I：り、点があったら屯話で間いてートさいね」と俊しいこ菜を掛けて[tiき ま

たある所ではわざわざタクシーを呼んで1.J1き，その後の予正にまで丸を配って頂いたり・・・・・

と始ししヽ限りだった。

私がこの(JtJfi’括動を辿して得られたもの 。 それは 「[J分も社会の・[it.:」という
目・J店である。出会うことのできた全ての）j々 から）J人と同様の扱いを受けたことによう
てその気持ちが性くなった。今まで， U分にとってよくない状況 ・立場に附かれると

「まだ14歳了供だもん」という逃げにと...,ていたU分，幼い杓え ・心を片ったU分が

少しでも変われたかもしれない• •••• • という ！りliヤiや希州がわt ヽてきた。

「自分の同動や行動にiifrを梼つ」
これが，私の新たなテーマとなった。

また，この活動を通して人々の仕事に対しての自｛りや熱．意がiムわってきたように息うe,
fl分の仕'ii，自分の会社に約りをドf'lて慟いている姿というのは．はたから見ていても
気片ちがいいし，祁敬できる。それは，私逹も同じだと思う。0分の部活，委員会，ク
ラス，学校に誇りを持たなければつまらない生活になってしまう。

そして，｛"]より｛格いたのが，U分の仕んている町に誇りをj!fっていたことた。，，1且もが

神戸を愛し，大阪を愛していた。今の私には h訓を愛する氣持ちというものか欠けて
し、たように思う。

膨I：県人一人一人が福JI―•を愛する心を持つことができれば， もっともっと仕みよいti,{
）卜になれると思う。その為には， ←t闊）1、-はファッション ・文化が遅れてtヽる」 とか 「父
通マナーが悪い」という1『r,1迎戊念を仝て捨てて，新しし、プラス思名のイメージを拉つこ

とが人切たと思う。私も自分の生店において悪い所ばかりを見つけようとしているさび

しい心を一UJ拾てて．人の良さ，物の良さを見つけられる人になりたい。そうすれば
「本‘1,1の大人」になれるかな！？
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調査活動

A組 伊藤友二

僕たちは濶査活動で．神戸大学の都市安全研究センターに行きまし

た。濶杜活動のテーマは 「科学的にみる阪神大筏災」ということで，

科学的に潤査しました。

都市安全研究センターについてみて，教授の）jに女内してもらって一番思ったことは，

伎の思い描いていた教授俊とものす，-”くちがっt.：ごとです。大学の教授といえばペー

トーペンのように， 目分のllf界にこもり．こわそうで．いげんかあるという感じでした

が．今回お1u・・話いただ＼ヽた沖村考教授，大内徹助教授．藤波さんは． どの）jも． とても
俊しく接してドさり，ちょっと ピヒッて＼ヽ た僕は， ちょっとたすかりました。

閲代が場では地震のメカニズムや、その他いろいろな地震についてお話をお聞きし

たのですが，少しむずかしかったです。それはどうでもいいのですが，現在でも地裟に

ついては柑Iリ］されていない、点が多いそうです。そして人学の）j々 は 一9叶r__,仙凋ぺl北f.

コンピューターに入力していくというとても大変なことをしておられました。これから

も地震の梯期のために入力を続けていくそうです。そして僕は．今まで．誰も解明した

ことのない問題をとくことは．なみたいていのことじゃないと分かりました。いろいろ

な成功の影には，数えきれないほどの努力と凸労かあるのたなということが分かりまし

た。

＾ 
調査活動を行って

A糸］［ 石垣圭久

今l川の修学旅行で私が得たものは，阪神大伐災における科学的面か

らの知識だった。 淵企活動という時間を，私達の班は 「地裟を科学

的に見る」ということて．神戸人学 「学部を訪れた。しかし，物即の

勉強をしていない私逹にとって，むこうの教授）jの初歩中の初歩でも， II名りをつらつら

と並べられている気分だった。ガル (gal)だとか疎密度とか。しかし，弾性反発説と

呼ばれる」じ体イくり］の説は図で衣されており、イメージ化てきた。どんな難しいポてもイ

メージにできれば冊解できるものだとl1i1愁した。そして，図解の分かりやすさを久11った。

仕方がないのでつらつらと述ぺられるII名りをつらつらとメモしていった。

その後，その近くの地卜.しメートルの位迎にある地哀観測機を見せて頂いた。

学校に帰ってから，教授）jの話を1サlいで‘仇：んだliを理紹するための勉性会を行ったと

ころ，一応それぞれ即解できた。うろ’此えなので忘れないようにするのが人変だが，解...,

たときはうれしく，楽しく思えた。そして，知ると共に「こうならばこうなのではない

か？」という疑l：りが常にでてくる。これか科学の梨しさなのかもしれないと思った。
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3つの教え

A糸II 岡 智彦

「3月14H, 11,4れ。」

この日は．班ことの，凋査活動たった。佼らの課芯は．店災に対する設

備のことだった。 蚊初は，フェニックスプうサでは神/iが今おこなっ

ている，「フェニソクス;il・11kj」についての説明や地底‘l,1日のおそろしさ0)，活を聞きまし

た。

次に，汁'j防署へ行った。そこでは， 1月17HのHの対比の9上力についてllf]いた。いつ

もは， 4人で 1チームの所を，2次災古としておこった火災のために 4人ー 3人に変え

て， Jチームつくった。本当はifi火をしなければならないはずのii'il別liもあっというま

に，＜ずれてしまって，使える物では，なかったらしい。 しかし本部には，予fiii0)l卜.が

あった0)でそれを使って活躍したらしい。

最後に，ふつうのピル等では，どのような設viiiをしているのかを1仕lくために，デペー
トの）jへtrった。このデパートは店災後につくられたため，設viiiは，ばんぜんに整って
いた。煙をかんちする機械それで火£J-iと判断したら水を出す， スプリンクラーなど，

何においてもすこ・かった。

あと，一つの感想として，裳災がどれだけこわいか，i足災には，どんな対策が必要か
おしえられた。

交通の面からみた阪神大震災

A糾 木 村 正

完墜といいたいぐらいIIIJ'i濶に進んだ僕らの試J代活動のI)［は，1関西0)
鉄迫徹底分析というテーマで湖丘を辿めていった。

、り日，t要たちは，阪神屯鉄本社，阪念逍鉄本社交通科学博物館
神戸Ili父通局の阻か所を，ihれた。どの場所でもていねいに説叫してもら，，，たりたくさん
の街料をもらったりとてもためになった。そこでは，阪神人震災の被古や鉄迅の復lfl,
会社の事某，歴史，新Llヴ叉やちょっとした裏，iし］まていろんな話をllHかせてもらった。中
でも今l911の修学旅行のテーマてもある店災については，たくさんのことをllりかせてもらっ

四か1frのどこへいっても本‘りにひとかったという答えがかえってきた。ピデオをみて
心りに阪神）＜虞災がすごいものたとLIうのが分かってきた。けれど阪神，阪急神戸11」

交通局にいってもあの時刻に地迄がおきてくれたのがせめてもの救いだった。ラ・／シュ

時におこってしヽたら・・・…。と，沿ってくれた。｛文もそれだけは本‘',1によかったなと思って

いる。鉄近か仝線開心したのが6, 7月。虚災かおきてから約5ヶ月。それまでいろい

ろな凶労があったと話して＼ヽた。代替バスを述行したり―•Hでもはやく辿転再開するた
めに1.しトをいそいだり）く変たったと思う。でもそこからみごとに後Illしたのだからすこ

いと思う。今まで他人のことだと思っていた阪神大震災だがこれからは，白分述のもの

だと思って受けとめたい。
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神戸で学んだこと

A糾 杉森一幸

濶如閾ではいろいろいliを学んだ。人と話す時の態度，訪問先で
のマナーなど。この濶在活動は本当に日分のためになったと思う。僕

迷の班はポランティア団体 ［ポコアポコ鷹1収」の神生善美さんが住ん

でいる9収没9l：宅についてrJ.¥lべた。神生さんや同じポランティアをやっている人達はとて

も親切でとても俊しく良かった。ポランティアをすると一体どういう点がいいのかと1nl
くと，ポランティアをすると人と人とのi合ができるということをおっしゃっていた。底
取中学校の中にコミュニティールームというのがあって中にはポランティアに関する資

料がいっばいあった。このコミュニティールームは誰ても気軽に入れるようになってい

る。ここでポランティアの大I;/)，良さなとを知ってもらうという意味て作られたそうだ。

また，阪神，均必逆路公団神戸符糾！部の神門さんに阪神高辿逍路について，くわしく説明

していただきました。623日という長い時間をかけ復lHされた阪神，岱速迎格は今にわたっ

てきている。復Illされた阪神翡辿迅路やポランティアは神戸市の住民に明るい印象を与

えてくれたと思う。僕はポラソティアにあまり閲心を持ってなかったが神生さんの話を

間いているとポランティアをやってみたくなった。また，神戸という町はどのような所

かわからなかったが，湖脊活動をするにつれどのような町かわかってくるような気がし

た。そういう心昧てこの湖査活動は成功したと思う。
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ハプニング

.1¥糾谷 口智也

ぼくが修学旅行へ行って爵心に残って＼ヽるのは．，J，tl介ifi,Ji）Jたった，
なぜかと＼ヽうと．たくさんのハプニングかあったからだ、1

初めのうちはlll(l祁Itごった。地ド鉄に釆・って枷Ill駅へiiき，そこでJ
Rに乗りかえる。そして，神Iiの一：宮駅に沿く，そして巾役所に行く。 t|i役所ては何’lト

もなく， 4iが進んだのだが問題はここからである。次0)ll的地(/)場1析かわからす， 20分
ほど神戸の町をさまよったのである。 lii役所が早くおわったからよかったものC9)．||i役

所で予足通りいっていたら人変なJiになるところたったしハプ-ングはまたまた続く
そのD的地はdi立博物館であったが，そこには，［l「I'）の）ltぷ物はなかった0)てある 4.-f.J
1リの入場料をまるまる1月した気分だった。
その後昼食をとり，次の日的地である泊飢柄物館へiiつに入場料を払って中に人る
またしても目的のものかない。今l川の被占は2501リだったc

〇的の物がないと ＼ヽ うハプニングが渡も続＼ヽたおかげて．予廷より IIIりl/ll30分はと

あまってしまったのだ。ぼくたちはそのll!yl}｝）をなにもせずにすごしたすごくひまた，

た。

曲介活動がおわった後はかの川の人たちはi俎足けなむりをしてtヽ たかば<rこちはた
まってしヽ た。 iiH1はみんなこう思っただろう（ほかの班0)｝Jf.fitこったらな）と

^
-

調査活動

A糸Il 藤堂伸勝

初めに行ったフェニックスフラザで少しま Kって 1ましヽ 10分くらし＼

おくれてしまったかおくれたことも気にせずにフェ ニックスプラサの

人逹は，視UJIこLてくれてとてもうれしかった, /1~切に l: テオをした

のだがそれには阪神パ此災の対策や被岨ki)しかl．映されていた，，その後、つつわかり

やすく教えてくれてレポートを占く 0)にとても適していた，化11111'1防冴では會森災てこ

わされてしまい場所が少しかわってし＼た。｛如が1:'むになっていたと＼ヽうこともあり見つ
けにくかったが時間内につきホッとした。店災後の状況や消防花＇の設仙（枚乞 ll1)なと

を教えてもらいとても勉強になっに救‘如l,•の11lを細かく見せてもらい晋段見れなかぅ

た場）外や道具などを見せてもらい感動した。最後におみやけをもらい迅惑をかけてしまっ

て悪＼ヽなぁと(11J111しも思った J ハーパーサーカ スでは， 最初に玄IV；10)他に案内人かた—，て

＼ヽた。 ピデオを見たあとハーパーサーカスのとてもえら＼ヽ人か来てこちら(})ItlI!！lにつ＼ヽ

て答えプラスアルファーのことまで本‘りに細かくしかもわかりやすく教えてくれた． そ

の後でバート内を歩きスプリンクラーは火災や理などかおこった時に水を人hiに降らせ
て火災をしずめるなとも教えてくれた この曲代活動て｛度は， 1時間lや211,1jI：りのために
本‘’,Iに気関ち良くむかえてくれた L,本‘りにわかりやすく II・雁に教えてくれみんなり）俊

Lさにふれることかてき自分かヤlりも 1川りも1戊Kしt-0)てはなし＼かと忠う

-
3
 



調査活動

A糾 西辻一真

僕が，説伯活動で濶べたことは，関西国際空迷と神戸空沿について

だった。

1共l空は，はしめアポをとれなかったが)'/心の組父が案内してくれた。

閃空の中には，店災のつめあとがけっこう残っていた。ひびが1木にはいっていたりして，

新しい空沿なのに杖れていた，他にも虚災の教iJIIを牛かし，梢火器やスプリンクラー，
哨t}j笞芍•がたくさん，没凶してあった。 他にも住民との/f►いを避けるためいろいろな 1決夫

がされてあった。

神戸空池について点lべるために神戸市役J}iへいった。tlllPiii役J州周辺にもいろいろ被
古が出ていた。神戸市役所のIll舎は匹災の時，つぶれてしまったらしいが今は直ってい

た。 しかし佼たちは新しいピルヘ行った。そこに入ったとたん，僕はとても緊版した。

担当の人に会う時，僕の緊張はビークに達したe i•LI当の人と話している時もほとんど1lll

きたいことをこわれてしまい， '1'1Wlがてきなかった。
神）＇空述は ，ポーl・アイランドの神にできる埋立地の l：でl対空と同じだった。近くに
1及｝空があるため，国際線ではなく国内線になるらしい。神戸空迷を建てる理由は主に3

つあった。飛行機の面焚か培えているのと神） iのi組褪そして進展のためらしい。また他
にもたくさんいい1｛をきけた。今f11Jの調査活動を通していろいろなことを知れた。

最高の体験

A糾 廣沢享 之

修学旅行を振り返って，今回の湖仕活動はとても疲れた。それは，

ただり1に伎あまり絞ていないことや風見題の館までの坂迅を走って登っ

ていったからでなく， ，，ch1:il先で1itlいた話や，見たことがとてもすばら
しかったのでその内容を聞きのがしたり，見のかしたりしないようにしていたため，

知 l1カがきれてしまったので梢神的に疲れてしまったのです。

その濶代活動は，まず阪神 ・淡路大哀災復興支援館へ行き阪神 ・淡路大笈災はどんな

ものだったかを濶ぺる予疋だったか、そこで阪神淡路震災後興汁llhiという，；I画を見つけ
たので約とを変更して，その阪神淡路震災復典計111ijと阪神淡路大霰災を曲ぺることにし

た。 おかげで，予巫の時1m1J➔は支援館内をよりまわっていたのて、＇打が折れるほど疲れ

た。その後，そごう神戸店へiiき，そこで辰災対策などはどのようにしているのかなど
を聞きました。そこうでは，姦災対策として， di寸震壁をつくったり杜やJI薙階段を増設
したりしたそうです。そして， 1岱被占の大きかった本節北側中央部は拌糾水し，サンファ ー

レJKr：りという1ム問にしました。そのため山it!'lは該少したので，占り場曲秘も蚊少させた
そうです。それは，求店したお吝さまに，ゆったりと して買い物をしてもらうためにそ

うしたそうです。

似り返ってみると，つかれたけれど，最，:':jの体験を したと思う。

6 



震災の傷

A糸II 山田和俊

この修学旅行の,;l.'J介活動は今までのものとは迎い少し牛、1yl)ljたったと

思う。今1叶は自分逹で澗へたいと思ったこと以外にも，阪神大震災の

ことを淵べた。その話を問いてi文は今まであまり火感がなか..,た阪神
大四災をすごく身近に感じるようになった。

阪神屯鉄会社と阪急、屯鉄会iIては神戸の父通とl刃辿しての震災の，，占を聞いた。神戸では
ほとんどの陸橋がこわれ，線路も．鉄でできているとは思えないぐらいにぐにゃぐにゃになっ

ていた。会社の中でも犠牡はか出たし，家もたくさんつぶれたそうた。この品をしてくれた

人も地店によって家が半壊し，まだなおしていないらしい。地伐後数力）jは線路が條復し

ていないのて屯IILを走らせることができず， 会社の人々は仕＇杓かできなかった。
この阪tIlf人店災の悪歩からが1••(})淑月かたら現在では新間てもテレピでもはとんと

,iじボにならなくなった。｛史辻神戸のことをよく知らない人は神戸は店災から立ちなおつ
たと思っていたが犬際はそうではなかったC tllif jでは震災のためにくすれた、家かたって
いた場所に空地が見えるし，学校てはたくさんの仮設ii:'むか立ちならんていた 震災に
よって家が壊れたためそのまま虹外にひっこ し ， •Kいてこない人もいるらしい

霰災によってうけたf¥,lは内にも外にもまだJli:・っていることかわかり阪神大晨災の恐ろ
しさがあらためてわかったと思う，、

阪神大霙災のかくれた姿

A名ll 朝 日 智子

I火色の‘エか空をおおう 11’• t1J立は術を後にした，足を防みiliしたji)i

には．1rの佑iLヽ ヒルか1,f．ち、liiぴ，，Lって＼ヽる小が後をたたな＼ヽ＾なに
もかもか私辻の付んているthi)1•とはスケールか辿い． ぁ つけにとられ

てしまった。 しかし．阪神人i'災から約2{「が経過した今も被‘占のつめ後を残し｀ J也店

の恐ろしさを物、；！iっているようたうた＾私辻は，人阪および糾Irを開台にした仝くの祈
火地で，多様な鉄迅交通からみた阪神人裟災について，湖へた

店災直後の神戸――C 線路かi他のように1IIIかり，今まてあった駅か後かたもなくii'iえ

さっていたという。これを界伎とわず，また人をとわず付か一丸となって復典に努め．

現在では見ちがえるように復桃が辿んでいるc しかし，阪神大震災によって廷物は＇かり

でなく，人の心にも人＇きな似あとを残した c そしてこの心の（gこそ建物や機械を直す以
|,．に11.'rI間がかかると思う C 本‘りの意味での復判は． まだ始まったばかりだ。でも人々 は．

復腿にかける熱心は；相手を思いやる心で 1•I らか心の｛品をいやしている。 今l川の阪神）ゞ·i心

災によって，私逹人間は、父通の人UJさということと．（111よりも心を思いやる温かい心
を改めて思いiliすことかできた。哀災は人の命をうばい．建物を破」＇共する という，；’|せな

いものたか，迩ったluiから月えれば．人が払辻にりえた試紬なのではないか。この成紬
により人間の連命はI,：右される＾今．人間(})辿化が1:}）われるときなのだ。



修学旅行じ ゃない修学旅行

A糾尾 関愛子

「ち又っ．束ぶだったらよかったのに…・ ••。」

それか私の修学旅行のイメージだった。なぜなら，神戸，大阪どれも

私がよくihl:ilしたことのあるところだったからだ。どうせ知Iっている

ところを班iI動でだらだらするんたな……，ああ一人で行動したしい…。と思っていた。

そして．曲丘活動での地卜秩移動いろんなところの散＾仝て思っていたとおりになっ

た たとえば．歩くのが速ければ，遅くしろとさいそくをうけるというように。

しかし，＇火際ぱ少し立場か迫ったように思えたこともあった。それは ．私が神戸、大

阪につ＼ヽて人より少し 1 •' 「だったことだ， tこから、 つれいされるではなくつ判叫す）jだっ

t: tうに思，・-） つまり．空．也かもり、IIれな lヽが．述動芸術．その他もろもろでリーダー

シ， 7＇かとれだかった仏か少し！ふ lJーダーシ，／プがとれるようになったような氣がし

た，よた，少し観光地の添釆ii0)ような気もしたc そしてこれは．閃国風文化や阪神大
店災，演）~I)なとの学習上りもさらに人きく染し＼、ことたったように息う。私は， もうこ

こ似JI•をムるが， 1叫幻I.:でうよくやってLヽ＜き叩かけになると良いと思う。修学hKii·r 「'

も印訊 ··(1月でも幻，•,’・中でもミーオリエンテ，I ドでごめんなさ＼ヽ。また，修学旅tiにたず
さわったJ」々どうもありかとうこさlヽ ました。＼ヽつもとひと味迩った旅行でした。
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気さくな神生さんとその仲間たち

A糸ll 寺澤千尋

「やぁ．ごめんない待った？

甲，＜駅に名tきすぎて．｀叩分ぐらい駅の出入11に挫りこんていた私近に

ト:aをかけた人。これがM1生さんだった。俊しい頻で，すごくII))るくて．
芙頻で私逹を迎えてくれた。

「まぁ，沿いてきてや。」

とこって私逹を連れていった1frは，仮，没11・tの＼I.ち並ぶ駅0)貞拙のI折て．そこにはお{|9:
布りの）jなどかitんでいた。すきまなく並ぺられている仮没il.'むはまるでプロックの様
だった。ほんの少し歩き．糾l生さんが住んている仮設化とにつくと払辻は人るように

迅められた。初めて入るI反設(1主にちょっとドキドキしたc
「火礼します。J
初めて入った仮没仕むょちょっとi項いているような父しがした(9 t)Lとざぶとん，り』lなと以
外はほとんど何もなか..,ナこ。 しばらく，心をしていると， til叱さんが払辻に
「はな．漑J収中学校にiiくか？そこにポラソティア本部があるねん。今1)ちょうと＇）．り丸
式らしいし。」

と丘って払逹を腐取中学校まで連れていってくれた。仏辻は(IIJの関わりもないのにその

卒梨式会場に入れてもらい．一銘1こi(IT・・を送らせてもらったc，その帰りである，

「ポランティアは一｛本(IIIをやっているのてすか？

と私逹はなにげなく[ilHlした。神f-lてさんは明る＜．
「［に援助物資の受け付け．配布やないまぁ好きでや....,とるから介然）g変たとは思わ

んなぁ。」

と答えた。でもすぐポッリとさみしそうに L；うた。

「ホランティアを分か-,てくれん）ゞ立も少なくはないんや 」

神生さんはとても必しそうな日をしていた3

その後神生さんは」：地I:！l趙について，，泌りlしてくれた，， 天頻をうかべていたか，そのI」
に（ふ今もいろんな問題に悩む人々の凶しみがあ....,tこ。1111ri!Jめまぐるしいらが、＼て復Ill
を続けている。 しかしその影で今もこの現‘長に苫しんている人述がたくさんいるのた］

神生さんの品を1iflいていると．今もなお現‘友と戦いつづけている人心の出が皿こえてく
るようたったn

神化さんの仮設住宅に仄ると． IIJJるいおはさま辻3名か私辻を迎えてくれた
「昼食おごってあけるよ。いいのよ心配しなくても。おばちゃん逹お金！！fちなんだから。l
と口って心よく昼食をおごってくれた。私逹はH難くカレーライスをおこ五てもらい． し
ばしの間みんなと梨しい時を過ごしたn さ-,きとは近い， 今度はどんなl木11:iiをも凩り越え．
紺IIを明る＜過ごしている神Iiの）ゞ 立を見る・j-iができた，） ちJっびりうれしかった99

神戸の人辻はまだいろんな1!！I題を抱えている。でら人々はそんなボには少しらめげt
紺Hを明る< -- •生懸命生きているっ時にはいやになる •Jiもあるだろうし泣きたくなる

かもしれないけとみんな笑顔で過ごしている。がんばってる そんな神I'の人辻を見

て．人々の復典にかける人きな））を感した。 今私は神戸の人逹にし］いたし＼l'あなた心

が＼ヽ るかぎり． どんなに苫しくても神戸はイ池i威だ」と・・・・・，

9 -



立ち直った神戸

A糸11 藤尾春佳

141::lの朝，今日がいよいよ湖丘店動の本番なんだなと思った。今ま

でに多くの時間をかけ，数々の店にあたって立ててきた計画が今日火

行されるんだという興紺とうまくいくたろうかと思うイぐ女が入り父じ

る111.私たちはボケペルを受けとり， 一つ日の駅へと向かった。
切めに訪れたのは北野沢人館。私たちの，凋企テーマは 「沢国風の文化とおかしの歴史

を採る」ことだったので神戸の沢114文化の一つである児人館を見学に，また裟災の被‘古

についても濶べに行った。見てみると思ったより被占の受けたところは残されておらず．

ほとんどの館か想像していた辿りのどこか沢．国的な雰囲氣をなくさずに持ち続けていた。

この雰囲氣こそが他にはない異人館の， また神戸の文化の特徴なのだ。私は神戸の文化

か店災によって消えてしまうことなくそこにあるのを見て何だかほっとした。

二つ日の,;/jlり］先は洋虻子J占だったのだが，ここで間いた話でも，沢人館ても．私は地

震という災占からすばらしく立ち心った人々の姿を見たような気がする。沢人館を修復

する人たちの姿裟災直後にはコーヒーやケーキを配ったというI和箕子店の人の話，私
は自分たちの町を生括を文化をそして炒を守ろうとする人々の力におどろいた。私が

見たのはまだまだ復興した一血だけかも知れない。ても人々にこの力がある限り．神戸

はきっと l『以l：の街になるだろう。

二日目の調査活動より

A糾 古橋里衣子

3 | 1|hlの修学旅行の中で一番：梵しく心に残ったのは品而燭だった。

［」分逹が立てたll標で｀ii11hlで進行するところがとても魅力的だった。
；梨しく心に残ったのにもこれかあったからに迩いない。

私逹のH［は3人のメンバーでテーマは 「神戸の111粘あるビザを謁べよう た’った。

3店のイタリアン料WI占に行って作りJぶりを教えてもらおうというものである。払辻は

私鉄をいこ和llllLて移動したC アポたについたら‘/ii月を撮らせてもらい幾つかの竹ll¥l
をした。アモーレ．アペーラさんでは，店［もの什んでいた家を改造して建てたり． I．1分

の家で材料を幾つかfiてていらっしゃった。私逹は"It.It!:するお店にはそんなに被‘占をう
けなかったと仮足していたがそれは全くの間辿いであった。3店とも大きな披古をう

けて開I占までの道のりがとても人変であったとlitlく。
湖企祈動によって，酋段テレピで放映されないところまで見たり，被‘どに辿った人か

らお話を聞くことができ，それによってもう一度阪神人震災の恐ろしさを改めて感した。

それと同時に，人と人の閃係やつなかりか最も大切なものだと私は感じた。

払逹が神戸に行き，もら---,てきたものは，その町の活気と希望だった。thi)1・・にも，ど

の虹にも）む災はくる。この時，必汲になるのが神戸からもらってきたこれらたと思う。

震災によって（i；，われた命を私逹は無駄にしてはならないと思う。

-10-



新しい発見

B糾 桜井優広

伐は閃西IKl税空沿0)震災時のやくわりなとについて，聞ぺる !.~Iこ，人

阪神戸|,l,jrli役所に1」1ってきた。，闊ぺた1[1てもれにすごし、と思った())

が，関西国防咎述かl}｝l沿することにあたっての人阪府1勺0)Ihへの影愕

だった。

関空が開港することによって人阪府内へ外国人が沢1h米ることになる。そこで1姓I空1}り
港2年あまり前の平成4年ごろから， Iffl村に20以卜ものホテルか作られたのである。こ

れは正に関空無しには語れないものである。また，閃空の l?liには 1兆・158く）｛意1りもの

費用がかかり，その中ても 3低4000)］ド」は福）1-県が出したということである。僕はこの

品を皿いた時 「すごい」の他に思ったことかあった。協力の大切さ，てあるu ホテルを

作る為には，関空間沿が必要。関空間沿の1.}には，他飢からの援助か必要。ということ

である。何1.iをするにも他の人の手が必要。人の手がないと何もできないということだ..,
た。 現に関空の地盤は六甲山からとってきたというし， l¼l空がてきたことによ..,てl鼎祭

会議が大阪でよくl}｝］かれるようになったそうだ。
僕はこの話だけても 「協プl.Jの大切さを欠［1...,た。でもまだまた澗企泊動のまとめをす

ることによって他にも色々なことを知れるかもしれないu そしてそれが分かったらまた

の機会にでも知らせようと思う。

ニ よ：巴：；つ:・;,Ii;.l:1:：ロ'.I:/Jこ83L)と：，＜iり：it；
宅数の4分の一にあたる約10)j戸でした。そ0)なかでも，II{｛和55年以Hiiに建てられた※

ゃー階がビロティのネやtも村が瓦なとでてきている王い＇求だった 。一沿最t)]の即由は．

耐震枯準がII(｛和56年に新しくなったのて，その後に建てられた家は倒れにくかったそう

だ。―．つ口の則山は， 1階か駐lli場などの収が少ない家か倒れたそうだ。

他には，69:J8ヒルが地底に対する対染を叔ぺた。一般の鉄筋コンクリート造建物には
制虚技術で，超凶粕ヒルには免裟技術により地裟から逃れようとしていた。店llfL,J技術と

は地裟を力でおさえてヒルを地震から守る技術だが，免裟技術とは地震のプ）を受け

流して，ピルを地笈から守る技術tごと＼ヽうことがわかった。
これ以上の知識を1りるためには，ili役所の人たちの，多くの力があったからこそてき

たことだったんだと思う。このことを生かして， 99け企i,rj動がよりよくなり，99fi；に見せて

もはずかしくな＼＼ものをつくっていこうと思うu

最後に多くのことを教えてくれた1li役所やフェニックスプラザのみなさまありかとう

こさ＼ヽ ました。

- l l -
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いい経験調査活動

13糾 佐々木英雄

湖丘活動では，大阪 ・神戸をまたいで淵べた。そして，パスや屯車

などの'liをよく把j圧しておかなく少し時間におくれ迷わくをかけてし
まった。

それても， グリコの人は視U)に教えてドさってよかった。グリコ本社では，行料館を

見せてもらい今では決して見ることのできない「映画村自動はん・ノ＇し機」などを見るポが

てきた（）それに， iI・・虻，｝利一さんの生かいやグリコの生まれなど，晋段なかなか分からな

いことが知れ良かった。

グリコピアのJjでは，tp．にお煤了・の：Iiだけでなく，栄近の1トやまた未来や過去の食物
についていろいろ応liをくわしく教えてくれた。
この濶介活動を通して，煤了・の'tiはもちろん， グリコのような大企業の商売なども知
る'liができ，テーマ通り 「グリコの良髄にせまる」というlliが少し達成できたと思う。

それと，淵社'i,T,動を振り返って反省してみれば，目分ははとんど計画をたてたり，LJi

＂り淵丘する 'liをおろそかにし，人にまかせっきりだったと思う。
だから，これからはいろんなJiにおいて，今1いlの日分の欠点を少しでも多くなおして

訴動していきたいと思う。

今1/1|｛J.，本‘＇,1に多くの[1分の欠、点を見い：11せたいい経験になったと思う。

ら口□／〗／〗口〗い似がある'/(を学びました。たけど，その深い似も人々は炒でいやそうとしていました。

1l"¥jIJJiJjo)）木のパネルに色々な'Jiが占いてあったのです。それを見た時使は， とても感動

しましt..:e
次に学んだ'liは人丸デパートの様な大企染などは，物がないためとても）＼変だった

と教えてくれました。そして，今やっと震災前の80％ぐらいになったそうです。
この曲介活動を通して色々な弔をたくさん教えてもらい，そしで平：びました。裟災

の後いくらつめ後かなくなったとしても，人々の心には，一生残ります。そして，それ

らの1茂，炒などによっていやしていこうとする人々C f文は本‘りに本‘りに感動しました。
この淵査泊動で｀f’んだ1沼を， これからのU分の人生、木米に役だてていきたいと思い
ます。

；以後にこのぶI任活動で，色々な'liを教えてくれたみなさんに本‘',1にありがとうこざい
ました。

一・ 12-



調査活動で学ぶこと

13糸ll 安田一晴

僕が修学旅行で最も期待し，それでいて似もイ汝女た夕9たのか', 2H 

目に行われた洲杜活動た。他の人辻か旅行のメインを(uJと杓えて＼ Iる

かは，わからないが，とにかく伐にとっての最大のメインは．2か｝］
前から，旅行に向けて一番甲く取り糾みだしたこれだろう。自分辻でテーマを決め．ア

ポを取り．計画をたてた。 1年生の時に一度やっていたが，今団は仝（本的にレベルも此j

く，後になってから，白分もこのようなことに対して力がついたんだなと思った。"ill,

出発後叫刻，大阪で迷った時はヤパイと思った。けれと",自分迷で臨機応変に物ボを名

え，列車などを乗りかえて，約束の時間には訪問先につけて， AゞJ,1によかったと思う。
僕は潤査活動の本当の意義は，ここにあると思う。確かに， 臼分が湖ぺたいことをテー

マをもって濶任していくことも大巾だが，社会に出て，どのようなときに，どういう行

動をとれは＇よいかということを学ぶ機会てもある 。なので，そこのところをよく杓えて

いきたい。話は少しズレルが，匹災学習の時にある先生がおっしゃっていた 「人は1・1分

の炒や，将来のために学習するんだ」という話はとてもすばらしかった。 淵合活動も d•ー・

にその通りだと思う。他人のためではなく，自分のために曲査，学習していきいろん

な力を蓄えていく。一つの 「炒への肘金箱」だ。そして，それをあける時は， U分がぃ
難なことにあった時，きっと(991かを氣づかせてくれるだろう。最後に「lJ,'tl紆活動成功パ

ンザイ．I／」

震災について

B糾 笠場一 由

修学旅行の3日l:il（文は，フェニックスプラザまで歩いていった。そ
こで僕たちは，阪神人t震災について1川いた。まず，附困中学校の代人

の人たちが，ihi井大店災のことについて，発表した。その発人を1Ulい
てから阪神人震災と比ぺた。阪神大筏災とは 1月17日5時58分ごろ神戸中心に）く地震が
おき，多くの人たちが命をなくした。その神戸の大地震の強さは，修学旅行2日0から
知った。修学旅行2日Elでは，叔任活動をした。僕たちの班は，四災がもたらした荊店
街への影孵ということについて濶ぺた。情i／占街の人たちに店災のことを聞くと，その時
のことを思い出してなきたした人もいる。

僕は，かなり大きな地震そしてその人の友人もたくさん死んでいたのではないかと ．

考えた。2日日から僕は阪神大震災のすごさを知った。フェニックスプラザの人たちの

話を11l1くと，みんな一人一人/J:•J iをさがして，人の役にた っていたそうだ。僕には， ぜ

んぜんできないことだと思った。

必別のこともそうだ。非難所は， こみ合い食ぺ物がもらえない状態て，やはりふ別は

出た。しかし，学校の生砧たちは，呼びかけ，などをして学校の生徒たちは，必別をな

くしたそうだ。

この店災学習を終えて佼は，こう与えた。もし福）卜にも人地震がおきたら，一人一人

かil・!トを探し差別もなくし，虹でまとまりもつそのようなことをしたいと思う。

-13-



地震は，心を傷つける

闘 l 杉 川智哉

地店はほんの数秒のうちにありとあらゆる物を破壊してしまう。

まるて何かをあざ笑うようにc•

佼は地;;~の披占0) ピテ月を見たとき ， ここは本‘'1に1i本なのかと
忠った。震災のピデオは何度も見たことかあるか今19II見たピデオはとてもElJ紋に残っ

にそれは多分戦Jfx中学校0)校長先牛0)，ふを1Ult ヽたからたろうと思った。阪神淡路人:,~’之
災を1Hl近に体験した校長知」•:o; ,;,~ は， とてもり；々し<iti凶しかった。 1牒取中学校の先生
の｛濁，生乱のり動，そして、It諏中学校に：t-ランティアにきた人の様了ーは系111¥'らしい

と思った"[」分たち虹'i災を受けたはすなのに．学校にポランティアにくる生仙たち，
校長知l:1よ lij心に受けれは訛でもてきると，―,われましたが， i文にはてきなし 1と思った。
伐は，地震で受ける一沿の被，じは心の似たと思った。くす~Lたピルも折れた橋もつぶ
れた求もいずれなおすことかてきるが，‘求｝！灰や友人、親）Jtが亡くなるなどで受けるもの
は1riバーセントなおすことができなし、と思う，校I之先生も．一人の親友が亡くなられた

とおっしゃっていた。この品をして＼ヽる校長先牛の11は少し涙ぐんで＼ Iた。僕も少し

奴ぐんでいた。これがJ也袋というものなのかと4ぐりの地点の心昧を知り，おそろしくなっ
たからだ。

佼は，この話のすばらしさをそして校Jる先生の口を絶対に忘れないと心に哲った。
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グリコ・ ・ •そして

B·•Il 西 直人

ぶlft活勁て グリコ ヘ｛Jった ・っ日グリコ 4ゞtiではいろいろな
放他的な’liか分かった9) グリコ・，’clはこのころは約J,SOO低円くらし‘

らし＼ヽ 店災の年んi．けか洛ちたのは，心災よりもパプルll.,f代の終わ

り ， という ポの）jか影秤が大きかったらし＼、。現 (1お北 j•1、界3位 (I位IIJj治 2位は
公．N.されて＼、な＼ヽ ものの口 'Jテ。ちなみに，1｛,’rは森永て，これはグリコとしヽ ＼ヽ II別‘iで ．． 

つの会t1はライパル1IIlしである）のク土91コてあ，，，ても",h場の，＇『；l介． 111見の好みの移り
変わりの，J：，l~tなくしてヒ I 卜商品を生み出してし、けないのてある， もちろんアイテ＇（ア

も人切である。よってグリコには1f~j品研究f}il危＇俗なるらのかあるそこでアイテ＇（アを閲

品にして＼ヽる。グリコはつの頭脳U..l•tiてあると， ，える まあ，企久か全て1111! ［（本て
も困ってしまうかc そんなこんなて。グリコのことは＼ヽろいろ分かった，グリコ0)(ill始

hil△’｛，i和l→は(:',t)ぐてあるr 人々の健康を守る グリコ間発11'10)．とはそれてあったたろう
さて，グリコビTてある。 行くのにタクソーを使，，，た タクシー0)迅沖．9；r9.tt¥、¥、人だっ
た。忘れられなt、{Ii丸liのつてある。グリコピアにつtヽた （木＼灸見学コ—+-l,（人

て，それを[J(lりとしたり也，没てある。いろいろ分か＇）た、お泌（の歴史も ，そして帰った，

っかれき，，，ていた。電,1,.でねてしまった。しかしよかった0'"[か '9)99I，il代活動てある。

11ごろやってよかったと思うことのない中、それに人る：IIれIiたったと思う

調査活動で感じたこと

暉 i 清水佳芳里

私ぱ．修学知Jて沿心に＇1ようた0)は．やはりメインてある，J.＇，]1'.i活
動てした。テーマは， 1fHI占街の店災tiりと必災後のちかい 1て ）CIIIJ 
脱加J,． ．,；，;tしくとへi［きました そこては，震災の後と＼ヽう由iか．は

とんと見られませんてした しかし．I占にりき，色々'[l|！！lしていくうちに．底災後沿

人きく似ついたものに'-<し付きましたr

最初に．）Lillf[l¥・」店街にあるフルーツ1がこi［きました，そこて、いくつかの'iil:'，]をしま

した＾その中に，修学旅iiて深く心に残 -9たものかてきました（それは．私たちか竹I!',]
Lて＼ヽ た途中に，71レーツ1，，：・d）Ithの人の1]に出てきた何粒かの訳でしにそのi1]は．私
たち班日の心の,,,に，阪神人'i，'必災のくやしさ ・悲しみを，との資料よりも． 枚0)‘i孔＇し
よりもはるかに大きくものがたぅてくれました 一枠のiJメか私たちに．色々なことを杓

えさせてくれました あと一つ感動したのは． I「り11[iJ]0)迅のタイル100枚 くらいに 、 多•,
みんなておしヽ カ寸tようなどなどhIIFl|i民たちの原i＼ヽ などか，1：・¥＼てありました 私は．そ
れを見てl|i民たちが 一つに1、JI糸，りして．［l i改に1;,！かへて，Lってしヽるのたなと，＇ど、しヽま した。
それと，竹1:！]しているときに．／ぺ＼付いたことは ）,i；乏災て' -吊大きな被＇』をうけたの
はどんなに（j名な建物てはなく．）、1::1.動物なとの心たと思う その被，＇：は． 1］Hか
たってもそうntHI1に治るいのてはないでしょう しかし．神） h1I民は．今人米にli•Jかっ

て一番淵いてし＇るだろうと fムは杓えよした。
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公
不安に満ちた調査活動

B組 高橋絢子

「え。そんなことあったつけ。」

昨日から既に失敗をしている私はまたか• …•• という気分になった。

そんなことすっかり忘れていた、ということがこの日当日になって初

めて知ったのだ。私は、瞬問頭の中貞っl‘1，頻面社白になった。そんな，班長として班

員の皆を引き述れていかなくてはならない立場の私が当たり1iりのことも忘れていたのだ。

そのミスは何とか補うことができた。かろうじて．だが。それても朝一番：I-！発の前に

王大なミスをしてしまったことは私日（合に非常に大きくこたえたダメージとなった。出

発をしてからも朝のことを名えてしまって胸の中はイ辺安でいっぱい，nを開けると出て
くるのはため息ばかりになった。班長として失格た。あんな，あんな王大なミスを，と

そればかり考えて後怖が後から後からひっきりなしにおしよせてきた。そのため，ただ

でさえ初心苔の私は今U分が行っていること，一歩一歩この足を防み出すのさえ恐くなっ
た。さっきのミスは，玉大だけどまだとり返しがついた。でも，こんどまたへまをした

ら今度こそもしかして取り返しがつかないかも，そう考えると泣きたいような，みじめ

な匁分になった。

くら本から一緒だったある班と別れてしまいこれから本当に私逹だけになった梅1鳩凡

なんの変哲もないこの普通の駅がその時の私には大きな述命の別れ道とも思えた。最初

0)りはよかった。まだアポイント メント先に行く予定じゃなかったから。確か2時間ほ
どII.,il：りが余 9ていて，周辺のことに関して見ておくとそういう話だった。そのうちに次

の日的地を探しておくことにしようという提案か出た。まとりあえずって感じで探し

た。でもいけど探せど見つからない。結局近くの人に聞いて見ることしか私逹に口的地

を探すことかできる）j法がなかった。このときの気梼ちもいいJaせないほどみじめだっ
たr iif［ととして把握すぺきことも分かっていない。越‘りに探せば見つかる，すごく安屁

な考えたっ`た。

ま，そんな感じで進んではいったが，合流すべき班の遅れ、ポケットペルがなるなど

の様々なことか私のぶ女をいっそうかりたたせた。その粘果が、昼食にまともなものを

食ぺられなかった。渕在内容の一つが抹哨されるなどと人に表われてきたわけである。

今[111の湖．百活動。私としては改めて深く反行すると共に臼分のいい）JII該さ，ふがいな

さにあきれ，そして悲しくなるものになって苫い思いiliとして残るわけである。でもそ

んな中から学んだこと。

l. 0分が＼ヽ かにいい／jII絃かが身にしみてよく分かった。
2. そんな頓りないU分にl」ではぐちをこぽしながらも最終的にはついてきてくれた
班員の俊しさ。

3 人間最後はきっとどうにかなる(?)
いいことばかり学んだとはいいきれないがでも3以外は人l;7]なことを学んたと思って
いる。酋段は分からなかったことだけど， とりあえず分かった。

最後に非常に迷惑をかけた先生ふ班只の也さんへ。

本‘りにすみませんでした。

でもありがとうございました。今度は．次こそは念入りにしよう。それが次の私の

lJ椋である。
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彫刻の街神戸

B糾 船谷明子

神戸の街を歩いていると，至る所に野外彫刻があるのに匁付く 。

「彫刻のllii1J11'」こんなキャッチフレーズを，皆さんはIll-Iいたことか
あるだろうか。きっと知らない人もし＇るだろう 。 しかし，糾l}iては30

年近くもIiりから， このようなり'f外彫刻のヽ ＇「ち JEぶiliとして， 人きな人きな I彫亥llJ氏lか
開かれてtヽ るのだ。

この IIi規校の彫刻展か始まうたのは 11{｛fll431|．。 i」 iの文化叶をr•;;jめる， rl収に）＇＜術的

な月後ljに触れてもらう，といった£'11111で始宅..,tこそうて これは全国的にも祈しい，，Jしみ
だったようだ。ここで．私たちの街糾J「と比ぺてみたし＼。丈は似JIても‘I'成 2り：から
「彫刻のある街づくり」が(iわれてtヽるのた‘の しかし神） iの360点の彫刻に対し， !,,illは
たったの17点。その必に愕然としたのとhl時に， ll:ヘる対汝にならな tヽ ことを）ょ惑させ
られた。

けれとそんな美しいiJjでも，J也底1よ容故しない。哀災て被占を受けた彫亥りも多かった
そうた。そこで神戸は会議をする。地哀で変わ...,fこその場所に．またそれをi汎くとどう
なるか。場に合ったものを ，fムはこれかすこ＼，と思う。あくまてもその場の雰lJII'べ＼
に合った彫刻IbtMJI•と迎う •'9,9)、だろう 。 あまりこうとiii)卜がかわt ，そうなのだか， これか
ら発展を期待させるそのhi)1••を， 将米この手て勁かしてみたしヽ！と思ったりしたのは私
だけだろうか。彫刻に1般らず、街の芥IJIJ'ぺしを大U]！こして．糾1/iにf'litなし、ような福）Iを
日指したし‘o

神戸から学ぶ ～調査活動を終えて～

B糸II 野崎優員

rまだ1，'i災は終わ-‘てなしヽ んだね，、」
長Ill区の焼け跡を1]の‘1,1rこりにした払0)1Iをついて出た，ー，染か

--― これであった（，とても L；染で』＆現できるようなものではないか．あ(})

II、,f日に1快ったもの一つ一つを．私は今も鮒11/jに謡えている。 全る所に散らはる力7スや
タイルの破片。 沿1ナてしまった｝く4•し

焼け焦けてしまった公園の樹木....•それら一つ一つか’ヽ1,1時の様 J'を生々しく物，，在ってし、

るようてあったC -1/1iに広かる焼げ跡のずっと辿くには．（II「l｛らなかったかの Kうにヒ'
ルが立ち並んていて， この地だけかどこか別II['}/.のように感しられた
震災からもう 2年が経ち．神戸市内の多くでは復腿か巡んてし、る。その Kうな I|rc. 
長Ill区のような地域や似没仕宅もいまだに多く残って＼ヽる、そして被災し た人々か•ジgt
た心の似も癒されてはいない 哀災はまた｀終わってはいないのてある

今l11[の潤査irrj動てお111,:』になった（j光さんは次のように，店されたぐ

ホランティアは無即をしてまてやるものではなく，LII，}てできることを1・J分て探して
やっていくものなんです たからホランティアをやってるからって別にエライわ1}じゃ

ないのよ ー

そしてこんなことしおっしゃっていた，

「人は人によって文えられているCC

本‘1,1のポランティアの(1りhを杓えるのが今後の払の課粕てある。
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表現のカ

B糾 毛利公美

私はi<gはいうものを索賭らしく思う。笑い，泣き，怒り，様々な
よ視がl'f.(！にててその人の感・h限を人す。その中の泣くというよ現を見て，
修学旅行中とてもうれしく思うことがあった。

,；hl介泊動の時、私逹は（収，没(l'ーとのJ」で歌うことになっていた。そのため4つの1111を選

んで＼、た。 ＇・故郷 " 9• UJ手のない昭り物＂ ＂おおひばり " ‘＇歩のl几界を'・ 。たしヽ した1U1

ではなかったものの出・んてもらえることを期待していた。

e そろそろ歌ってドさ＼＼。」

とこわれ．；：l)；いたす。最初は！附れて卜を向いていたがこれしゃいけないと思って顔をあ
けた。そして，はっとした。ホケてるんだよって紹介されたおしいちゃんやさっきまで

笑ぅていたおばあちゃんが日に訳をためている。みんなで1, 2lilあわせたたけの1111を

Iiilいてi立いている。私はとてもうれしかった。 4生懸命l闊いてくれるのがうれし<.[I
にたま...,fこ釈がうれしいにとてもをつけた。なんとなく私ももらい泣きしそうになって

しまう。今まで人前で：：ljげて感動されたことはなか...,fこ。私白身も歌を聞いて感動した
ことはなし、。だからこそ， 似外で鵞いて＼ヽたんだと思う。歌い終わった後も，糸直な(•

辻た•。 U然で優しい（辻だと払逹の歌をそして私心を絶怜してくれた。ニコニコと笑っ
てうまいねってこってくれて……。私は今までほめられて，こんなにうれしく思ったこ

とはないと思う。

私かこの甜，j代活動で改めて感したのは，人の俊しさ，心の社，しもりた。 2年1iりの店災は

人々 の心につらい思、＼ヽ i|iを残したけれど，私が見た限りでは、神戸の人はもうかなりヽ'f.
ち直っている。さら地のI叶もあったけど，人の温もりもそこにはあ...,fこ。すれちがう人

辻はたしヽ て＼ヽ 笑花l.iの人たったような気かする(J tIIII iは強くてf及しし 1 人が比う i」•itごと思う。

どんなことにも［＇iけなくて．いろんな人に親切で、私辻：の歌に感動してくれる。アンラッ

キーをチャンスヘ。がんは＇ってかえようとしている 。はっきりこって私はポうンティア

をしに火たんし＇ゃなくて ．人と人との温もりにふれるために米たように思っている。 lリl

る＜俊しい父狐心のIlしからわきでる屈地球のおこした災占に対する怒りc すぺてか

まさりあっていたと思う。すべてがみんなの心にあると思うc そして．それは私辻船JI.. 
の人にもあると思う。四段はよくわからないけど．きっとあると思う。笑＼ヽ， 符：き，悠

りc それらを片ってしヽるんだから……。

あの板を見て私は人：屈の収穫をしたと思う。たった一つのことから， ぢえるという）J

かもてたはずだ。たった一瞬が私を少し大きく育ててくれたのたろう。修学旅iiの中の

ぶl介活動を振り返って，私は神戸にありがとうの，］岱を仏えたい 晋段の牛活では気付

かないこと ， 今のli,i)|•からは＇人11りにくいこと教えてくれてありかとう。

最後に私からもう一つの己菜を11¥11りたし Iと思う。

これからもず，＇とフ•こニックス糾I/ iとしてがんは＇って！どんなことにもi‘」けなし1:l,1い

つまても笑っていて 卜さい。

御旅仮没住＇むのみなさん， 、そして神Iiのみなさん＜， 私は改めて表現）Jかあることに感湖

したい。なぜなら．みなさんと会えてよかったという感桔を表にt|'，すことができるから。
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本当のボランティア

c糾 大武陽一

「ホランティア」って(lllですか•.)

今[IIIO)潤介活動ては，ポランティアは．ゃろう と巴ってやるものて

はなし、と＼ヽうことをあらためて）』感した 今， ’l1,L公てI.I. .,J懇
命，ポランティアをやりましょうといっているがやる人は．そればど多くはなし， な

せか。（文が思うに，多くの人が，ホランティアにつし、て変な．心識．変t;；し人irj↓を4.,J...,
て＼ヽるのではなしヽかと思う V U分のII事を箪利にして，わ令を使ってやるのか本‘,、10)．i、
ランティアだと思ってし＼t,;_しヽ だろうか。（文たちか｛ jったプロジェクト12のモットーは．

無f．り！なく．染しく，木永く 」てある。 決して1]分の(l..1卜を1f't利にしてはし、けなし、しと
フロジェクト12の代よ， hたるみさんはこう。 まさに佼も，その通りたと忠うします，
u分のてきる Lドをやろう。というものが， ポランティアの恨底にあるものたと思う＂（文
は今まで，｛11J[_r,]か， ポランティアという形で，と•人ホームに行ったことがあるか，伯191|
紺fol,なにか得るものがあると思う。今lい］のホうンティアでも，l］では，ー］い衣すこと())
できないなにかを得ることかできたと思う。 ：f-ランティアとは， 11で，→いているたけて

は，何の意味もない。L]で、-1・った1iを，行動にうつして， はじめてポランティアといえ
るのだ。ポランティアの血l’Iさ，．ー店しさは．実院にやってみないと分からない。今IIIIO)

調缶，⑲動では，本‘',1()）ポうンティアというものを，少しだ！tぢえられたと思う

C
-

知識がふえた

c糾 大月伯恭

今l川の修学旅行の2H□ては淵ft活動をしましたc その曲介活動て
僕達の班は「阪神人設災時の報迅機関の働き」のテーマのもとに店災

時の報迅機関の働きを戯ぺました。それて，報迅機1月といえは，テレ

ピ局と新r@I．が思＼ヽ うかび，テレピI]とtヽ えば全国にある I;¥Jl l k」，新聞社と ¥1えは

地）じの新聞社「神戸新1.lij社 にアポイントメントの屯，店をかけ，1!ffLJ-i-アポイントメン 1‘
はとれました，，

そして‘’'IU,l¥'111くと神I渾/@I．にしヽ き＼ヽ ろ＼ヽ ろと『il！りをするとともら0)）jもてし、ね
＼ヽに111Hlに答えてくださし＼ました。そのせl9か．i文らが疑lijに思って＼ヽたことは．i文ら
の大l;I)な知識にかわりました。

¥J111<,神戸新聞社のみなさん， その度は，どうもありがとうござ＼ヽました。
伐ら0)知識になったことを．少しお教えしましょう。

ます，Ni報についててすが，ilt乱して＼ヽる中でどのようにth報を手に人れたかという
と，屯，店はつかえなかったので無線（いつも使えるようにしてlヽ る）や｛！線屯話 (I¥T 
’l‘と契約）していたりして，f也的と柏報父換したりして，いつも放送てきるようにそな
えています (NIIK) 

今度は神戸新間ですが，仝ページに震災のことをのせ令囚にうったえたりしましたし

他tヽろいろな・卜か伐逹の＇入 II識となりました。しかも．；梨Lい，曲j介i，吋動ができました。

，
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明 石

C糸ll 木 津 裕人

束経1351111 本村洲時了，II·線の辿る街とし、えば・・ ・ • 9。 そう明石だ。

佼たちはこ0)il［で，id査祈動をするのた。ても正直な所，不安の方が大
きかった。（文たちのi'i間に答えてくれるかなぁ。でもそんなことを3っ

てる時間など無かった。iiくしかない。後仄りはできない。そして僕はこのイ辺、女を阻り1
に忘れて1リj石駅を出発した。

最卜）］の，；h1!！I先は 「たこ助」という｝祈たった。そこに行くには魚の棚を通るのだが，そ
こかまた汝い。生きている、魚がたくさんいて，勢いよくはねている。そこにいた人たち

6,伐らと[Iかあったとたん，

＇どこからきはったん。」

としゃぺりかけてきてくれた。 これで｛知のポ女も多少なくなった。

そして数々の，•JjI:！j先て思ったことは明石焼をやっている人はこたわりを持っているの

ではないか。震災後，数Hで盗光を再開されたそうたか，きっと自分の店にきてくれる

人たちのためだと思う。将米のII)],{j焼も，今の味や1直段は守り通すと，心強い・意見が返っ
てきた。それとりj石の人はとてもやさしい。全ての店で1リj石焼を

fせっかくきてくれたんやもん。おごりや。」
とこうてくれた。もう感謝感激だ。それに｛上と位の忙しい中，伐たちに実際に1リj石焼を作

らせてくれた。本‘りにありがとうございました。

^
i-

ピルの立ち並ぶ中の小さな公園で

c糾 志田知優
修学旅iiに向かった3月13H。
2 Ill!。僕が最も；いしみにしていたのがこの淵査活動である。
僕心は淵介i，⑭動の目的地へ1;,Jかうための屯Iドに乗った。

屯 Il.0)中はilii員で， また質間内容（アポ先での）もあやふやな伐辻はとても不安になっ
ていた。そしてふと窓の外を見た。ピルの立ち北ぶ中，小さな公園があり，そこに一匹

0)犬がいた。一瞬だった。白く可愛らしい犬だった。しっぽを似った氣がした。舌を出

して，こっちを見た気がした。

その11.'fふと何年か前の製色と一致した匁かした。これもまたはかしただけなのかもし

れなしヽ か0 伐はぽかぽかした気分と， thかしい気持ちがした。僕のじ飼って＼ヽた人とそ
の）くか似ていた。その犬が佼を見てくれた氣がして， 心の底から始しかった。とても始

しかった。

位かじ飼っていた）くはとてもリJiが良かった。人の言―梨が分かるように思え，イ退思議な
｝］を感し幼い佼は焙き， ますます好きになった。 しかし，命あるどは絶える。それか

悲しく， i用州できなかった。
あれから何年か後の自分に会＼ヽに米てくれた。そんな気になったe ｛文はとび，又悲し

し、ワンシーンを思t,：Iiした。てもなぜか，僕はこの）勺が佼0)脩‘f旅iiを支1及してくれて
しヽ る氣になり， 悲しみよりども＼ りもしさ0)）jがII券ったのに気づ＼ヽた。
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調査活動でのできごと

C糸ll 冨田洋平

2年前に起きた阪神人虚災，すべての父辿機l及lかマヒした中て1̀V 
や新llflなどの報迅機関は一体どうやって梢恨を人JI丈したのかもiIHIに思
＼ヽ，またその時どのような対応をした0)か典Iりをもうたのて囀 恨泊

機関」というものについて湖ぺてみることにした。

まず，／「前1|IはNIIK神戸にii...,てばぷ災II、りの対応などにつし、て質l:ilしてきた，その中
でNIIK神戸の人は， こうはっていた。

rたとえ，どんなll!fでも第1少をだして，人々に少しても多く 0)梢紺を仏えるu-
と。その他にも，大阪にある1¥:111くのヘリを使って神） iO)街を放送してる時にヘリ 0)［＇i

が大きくて，助ける声が1iにえないと， 苫情をごわれたとか，本社（現（I：とは場,,iか迎
う。）にヒ ヒがはいってとても苫労したなど佃いた。

午後は，神戸新聞社の方に奇せてもらった。ます震災のピデオを見せてもらい改めて

震災の生々しさを実感した。新聞社では機械がストップしたので以都新1lntl．と協力して

夕刊をだした。とか，被災むを助ける記1；などを，＇「いたことから， H本沿iiil協会l'iをと っ
たり，批者から， 「ありがとう」「ゲンキダシテjなどの励ましの［紙をしらったり とt
た新r廿1を占く意欲などがわいたと話してもらった。
こうして考えると報迅機関は何らかの｝j法を使って人々により多く 0)•tht杖を仏えよ う
としていると教えられた。

c-

長田区の天使

C糸II 茂原｛建夫

澗丘活動では， •番披‘占が大きかった長1111メを ll(1）削にした。 そこ

は．阪神大裟災から 2年以 l•もたっているという(})に，迅路はじゃり

でまともじゃなく，家はつふれたあとてたくさんの窄き地か[Iにう

く状況である。そんな状況のII ！僕辻を温かく迎えてくれたのは｀ 匹災で琴を失いJJl-(1•ーは

仮設什：‘むにil：みながらも， Wll区のリーダーとして活躍されている輻Ill近人さんてある

tMIIIさんは，テレピや新聞でんf1i的にしか知らない伐辻に少しでも 人々の心の似

を分かってもらおうと知識の之 L い伐逹に•生懸命に，；1+ っ てくれたo I'I分「1身かナこい

被古をうけてしヽるのにもかかわらず……。

「建物の被古より，心の｛りは番恐ろしい。」 そうはク，て僕心に教えてくれたしその姿

は，助けを求めてし，なからも，なにか自分逹て迅を開きたいという廊いか｝くわれている

ようにも思えた。僕はこんなthiIl1さんに心をうたれた。

他人に自分の小さな小さな力を分けあたえられる人，その））が，｛u[の為にならなく て

も，その行動を佼逹のI」のりりで見せてくれた紺111さんかとても人きく ＇旅く感しられたの

は佼以外の八人の人辻も忠っただろう（）

そして 「かんばろうt1JIJし のジャンパーをむた船Illさんは、糾1riu)出をより続Itる」
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c-
入れなかった・・・

c糾吉 田昌平
今IIl|0)，11/;j代i,T,動は， ihi)1で 0)渕査活動とは近い， とても大きな場1fr
で行うことなので， いのすごくイぐ女でした。

しかしそのイ汝もあり，緊張していたせ＼ヽか，何度も何度も確品

をしたため，屯,1,:を1:i)迅えることもなく ，プロジェクト粘ふにi'1・くことができました。
次に似没{l・：むへ紀ふの人とし，っしょにtiきました。 しかし，銭念なことに
I今Hは先客がいるから， ちょっと lドには人らないでおいてくれるかな。」
ということで，仮設｛l:•[に人れなかった。

次の仮設住宅ては，

Iちょっと今11は体の，祝l(•が悪＼ Iから息れ、けと今11はれいてくれるかな。」

残念ながらまた仮設什むに人れなかった。

もう（k，1,Zi1'．宅ての知りあllが＼、ない。

il.）」なし9ゃ。でも， 少しさんねんたな・・・・・・い」
とつぶやきながらポソホ'/と歩く。

しかし，その帰り，ポコ・ノともり I'.．がったテニスコート芍数々の爪跡を見ることがで

きた。
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調査活動を終えて

c糾 梅澤佳乃子

仏心の班は，，J.¥)企活動で1叫臼プロシェクト鈷ふにiわた。プロジェ
クト結ふには石井さんをはしめとする人逹かいて，札辻の店lり］にとて
も親りに答えてくれた。

西出プロジェクト鈷ふにし‘-9て学んた・Jiは，ホー／ン—卜 (-,9 ---,―Cしヽ うのは lヽろんな神Hi
があり， ポうンティアをしようと思、ってやってしヽ る人や，やってし、たらそれかホうノテ、

ァだったと lヽ う人かしヽ ると＼ヽ う')1だった0 (i)卜さんは哀災直後．・うくからや...,とU)息l'て

出たら一沿最切に［」に入ったの力家のドしきになってし、たおはあとんたったのて．uJJ:r 

ようとした。それか今思えは1i)1さんのした最初のホうン テ（ア t.:. ったらし l しこ 0),•IIrJ

を聞いてホラ ン ティアをしようと見いてやる •jf もすごく人切たけと', i，'沙災かあ，た時は

ポランティアなんて思えなかった，こんなみんなか助け合うようになれはよし，と忠った

似没住むを油11¥Iして粘1,,｝ホランテ（アはてきなか..,fこものの，似＇没{l土を見て思---,た

加よ，ぶ＇iに仮，没{l・むなんたと lヽう’l；だった，、それと{I知が1・’’むって寂Ll,,,Jiたと．忠．った，；
あたりまえかもしれないけれど近所て店し合って＼ヽる姿かなしヽし，窓にはカ ーテンかひ

いてあり，人が(tんでいる感じかしなかった，、

私は仮成に｛l：んて＼ヽる人か近所でみんな仲艮<,99r,L合えるようになったらこの政l.と

も絨るような気がしたn

＾ 應取商店街 □II 大石香織
配三：：歓巴三［三〗t:；〗：:::f;三：［：』三〗it;
せてもらうと，今の風磁とは全然ちかいはんとうにクーf・ ャクチャて悲ttstょらのてした
しかし，）く分復邸したと＼‘...,ても． もとに仄るには． あと 5:「はかか るそ••)．c・・t そう

いえば，街を見歩lヽたときも， また（k,没(iし．i:.'もあるL.(／ズ，，’とのお1占もありました らと
紙てつくられた教会にもびっくりしよした ，ti'Li乃k-)たキリスト像：t, こオl、1）、，・,も1:1,・：li{
を見＇：いていくのてしょう，その教会に：ふたくさんのホうンナィアの人たちかし、ま 1

た。そして，みんなで食'・I比して，食硲もんって．t,・り）Jしてや・9てし、る0)に感f,)Jしま

しに私迦こ色々と教えて ドさへた糾IIItk:.iむ災て家かっふiI. Ir;,i(K,,＇とに（ i：んてtヽる

そうてすか．―（反，没に 211．も（i.んて lヽるとl'やになりますよ もうり1<，i,1}りたし'|と．

本t,' を，，｛t ってくれました。尖院（反，没にitんでl‘-aとくな・~たおり奇りの1'分位は， ,,,

活のさぴしさか．死1人lたとllllきました こんなに大勢の人々を，’i,• しみに追いこんだ地店

は．tヽ っ．どこて起こってらおかしくはありません。阪神人必災も突然きたわけです

こんな11.'fのために．私辻は＼ヽつても心がまえをしておく必＇及かあるな と思．lヽ ました

そして人間はいつても1,;1,)Jして，_ヽ くことか）＜切たと、＇也しまし t・
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おばあちゃんとの出会い

c糾 田中沙季
「私らね人・ここの仮設住i:.:4度目の所なんや。いろいろな仮設，

},＇.,•々としてきてさすがにつらかった。」

ifi~f:的なーロ。私は瞬II.『身震いをしてしまった。それまで）(il-iてひゃ

ひゃひゃへて笑って梨しいお、ぷをしてくれたおばあちゃん…•"

私は，翡査活動で（反没｛l．宅に幼1！りした。その仮没住宅というのは地域型で一人で生活す
るのにちょっと困難でと思われる人辻の比まりらしい。そこでポランティアとしてお年

•{i り （被災者）の話しtIlT·にな-)たり ＂ コーヒーを出したりした。そこで：I'，会ったのが
あのおはあちゃんだった。おばあちゃんは私に様々なお話を してくれた。おはあちゃん

の趣味のことやおはあちゃんの娘さんのこと。とれも私を笑わせてくれるようなこっけ

いな話ばかり J 私はすごくそのおはあちゃんに親近感をもった。

でも：Kしそうに話しをしていたおばあちゃんとは必腹にそこには数々の苫労を生ねた
姿があるように感じた。明る＜ふるまってくれたおばあちゃん しかしそのIりlるさの中

にある底知れぬ怖さを私は見たような氣がする。

私がこの，；周杜活動で‘芹んだことり；flったこと。これらを今後の生活に生かさなければ

私の休験は報われないと思う。 1.f分かできることそれは些細なことでも良いのだ。今の

払にi99Iができるだろうかn

a,〗：i：ロニ／：口ま]t:-
ラン ド互；2月）を建設巾たそうてす。また，近いよ木には．神）咬沿もできるそうてす。

神戸空港では． tに国内線を利91jする予正だそうなので．今より． もっと航空機を｛史う
f1kかJ普えると思います。ポートアイ ランド第2期には，いろいろな会社に上地を使って

もらうそうです。 1；地か）ムくなるので使利になると思います。しかし，市役9折の人の話

では，埋め立て地だから，地震などの災古が人きいということもあるそうです。まだま

た1!！！題点か多いそうだけど．安全性の翡い埋め立て地を使っていってほしいと思います。

次に， IIi役所の人の紹介により'/f1j祁博物館に行きました。廂祁博物館には，埋め立

て地かてきるまでの流れをくわしく説明していました。地卜を通って上を述ふ＇ので ．h糸

かなのたそうです。でも．地卜．0)ベル 1、コソペアーを作るのか人変だと思いましたく）

11i役）析の人かあまりにもたくさん教えてくれたので lい身のこい，淵介活動ができたと

思L 、ます。 •応しか .....たです。
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向上心の行方

c糾 中村文 美

私妍1111 りこ行って一体i19]ができるというのたろうか。修学旅行のij•

き先が決応したとき このことばかりが頭をよぎっていた。たから，

佃となく湖付活動に/j!j極的になりがちで，日に日に媒だという気持ち

が邸まってきていた。

ちょうどその頃，湖仕活動でt,il以市場とのアポイントメントをとろうと思っていたか，

屯，；i沿りがわからず， とれていなかった。私は，こんな気持ちのままではいけないと思
う反面， n分の考えが変わらないことにどこにもぶつけられないいらだちを感じ，それ
を文として表すことにした。

「阪神人裟災で家族や友人を失った）jも多くいらっしゃるのに．それを思いおこさせ

るようなことをするのは悪いというような気持ちが，私にふんばりを与えまいとしてい

る。ぶ',1に活動をしてもいし、のだろうか•9 •…。」

先生の答えはみなさんは以袖よりも力強く生きているのではないかということだった。

報迅では笑頻に満ちあふれた人や行動をおこしている姿が映し出されているが，その一

)jで仮設仕宅や区画整理等の問題が浮き彫りになっている。でも，過去を見つめていて

も，様々な思いが経るだけで進展がない。けれども，まだ見えていないもの，わからな

いものに向かっていく方が幾通りにも道がひらけていくのではないか，という目分の決

きがかなり私の心の中の屯配を動かしたのだと思う。それからの私は，淵査活動をする

ことて、日分のまわりにあるもやもやとしたものを取り払おうとしていた氣がするc そ

んな筑持ちのままやがて私は神戸の地に焙み入れていた。

いくら事前に湖ぺていても．不安はあった。ちゃんとたどりむくのだろうか。私の不

安は‘りたった。姐を全く逆のブjl句に進もうとしていた。新長田駅には写貞で見た，壊れ

はてた姿はなかった。多少の更地はあるもののほとんど目立つ地笈のあとはなかった。

竹原市場のみなさんも本当に優しく， これから酋金の返済などの問閣はあるようだが強

くてたくましいという印象を与えられた。つらくて悲しいこと，それが四災。というの

は私の思いこみだったのかもしれない。一歩一歩『がみしめた大地に響く音が自分のもと

にはね返って生きていくための原動力になる。他の人から言菜や物買をもらってすぐに

感湖できるのだろう。自分かしっかりしないと，自分もまわりもだめになってしまうと

いうことが分かっていたのだと思う。

平成8年4月にそごう神戸店は生まれかわって開店した。同じ震災を経験したという

ことが，心からのサーピスにつながっているといえるようだ。 ＝．、出駅から一歩外へ出れ

ば，明る＜澄んだ建物が日に入る。たしかに神戸の頻ともいえる。いかにも，前向きな

感じが伝わる。商業というのは原点に戻れば，人と人とのつながりなのだと思う。思い

やりや分かち合いということが最も大切な嬰索だと思う。

復典は，｝しに戻ることではなく，それ以上になること。神戸の）］々はそうしようと励

まれている。ところで私はどうなのだろう。くだらないことで一召ー淡して，生きると

いうことを深く考えていない。まして，伯］r．心なんてかけらもない。こんな私でさえ，
神戸の力.の思いを感じとってしまったのたから，受け継がなくてはならないのだ。私の

ために。

-25-



布引ハーブ園

Ct:ll 藤田麻奈美

修学旅行の2noo)渦．仕活動て私の!im.“)＇~[qo)文化にふれてみ

よう''というテーマで，神｝ i.北野巽人館へ行きました。

大阪のホテルを出て神戸の元町駅に行いて，いよいよ出発して、 ま

すは，フロイントー ・リーフというバン屈へ行って，且食を買い．2つの児人館へtiって
昼食をとった。その後 もう一つ冗人舵をまわり，ハープ図へと続くロープウェー兼り

場へと向かいました。 ロープウェー釆り場から，東ったロープウェーは， スキー場で

乗るゴンドラととてもよく似ていました。

1-．には，森のホールや香りの資料館などがありました。狩料館には．9原料と共にそ

れから作られた呑水や，それを作るための逆具も沢山展示してあり，香りが人々の生活

にあたえた影響なども占いてありました。それに．叫種類のにおいをかぎ． どれか好き

か、嫌いかで判断する性格診断もありました。

ハープ園の中に入った時，入り11に無人の人場料入れがありました。そこには， （供

料金で入ろうとしている20オぐらいのカップルかいました。塚liiさんが，監視カメラを
発見し，おしえてあげると，その人述は， とてもおどろいて，お礼を己・っていました。

その後も2~31111あって，数同話しもしました。その人逹は，とてもいい人心でした。
修学旅行では知らない人と知りあったりもできて；足しかったです。
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ポランティアの事前指導をして下さるproject1 -2の有光るみさん
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震災学習 〔体験談をお聞きして 〕

絹話をして下さった元贋取中学校長 近藤豊宣氏

昂
立

ゞ

一2， 

、一
騨盃活動や震災学習を支援して下さ った神生笛美氏
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自主・協同～附中の教訓～

A糾 坪内理敏

僕は，霰災‘f：や1で1サ1いた1.散l［父中学校の几校」妙し化のお，；1「,しかとても
心に残っているのて，そ 0) ，『I~から iりたことについて占いてみた

震災が起こったIIふたくさんの人がlt~Jfx中学校にJI薙してきたらし

い。その数は後に1000人近くにのは＇ったらしく ，その時4000人ものJI-難者をまとめたの
は，中学校の先生、生砧であった。 4000人もの人を少人数でまとめるのたから， 1人1

人が忙し く， ねこのT• も借りたいく ら いであったらしい。 つまり ． 4和Lは先生に何をす

ればいいのかなんて間いてられない状態であった。そのため生徒は，U分辻は今Jlifr者
に何をすべきなのか．何ができるのかを 杓えて行動していたのたc こんなHI．的なり動
は，そう簡り1にできる'l-iではない。

また．4000人もの人をまとめるのだから．u「的にやって tヽても，てきない1(1)かある
それをカバー したのが彼らの協））性だと息う。その協力性と tヽう0)は．，ti,Lf19lふた"て
なく、 11和L・• 先生 • JI渕f．者そオしそれか協力したらし し 、＾ そのパワ ーは． 令もう(r(}）|tに

しか頭にないくだらない几団なんかとは．Jlとスッポンくらいの花かあると思う
鈷局．僕が；`とんだことは， ｛j事を191分て見つけると tヽうUl・：と．その屯及さ．そAtと．
みんなが一•['.i とな-)て 1 つのことを日指すという協））ヤI．とその ，Ji製さであったのにと思

う。

震災学習より

I＼糸II 藤田侑平

虚災学四てII［いてし、たらのには． 追1 •h]地(}) -f)r, ！ヽを渡さだし',/,・

んてとんでもない

この ＇＇とんてもなし9" としヽう (j)は．批‘l'lj的な込味て，l・ったりては1;

lヽ。店災学習が始まる前までは．i文も111じる人か出てくるたろう とは，1↓I， ってしヽ た 椅 J'(j)
座り心地が悪t，沢ではなし90illかなかったため，l|jくれなか-》fこ，J(でらなし以 lllf.おもし

ろかっただけである',しかし，おもしろかったて終わらせるのは．JI',:;iにおしい その
ためにここにこれを，1:・いたのてあるc

とにかく．あの学習を終えた直後．（文か名えたのは，1．1分かなんらかの形て被，1：を受

け，人・ケガにあったとき，［1分と同しように懸命に生きている人に対して，｛"]をしてあ

げられたか と＼ヽう1iだった。それは、もちろん助けてあけた＼、と思った＾それは以伯
と変わらない考えてある，，しかし，＇）澄際にその経験を した人の油を1iflくと l'I分にはで
きな し 、と考えた。 llff•てきることは[1分の身をかることそれにげてあらしかし． 辿

か恋ければ・9fりたくてもてきな＼ヽこととな....,fこのか阪神）もし災てあるr -CO)11 1で1．まれ

た ホランティア という杓え．今．（知たちか必要てあると呼びかけて＼ヽるものとは仝

＜辿うものであった0この時．lllしって lヽ たら後伽してし、たたろう
役1ii)いたら11を閉しることかできなし、，；lr,tこうたとし、える。
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震災学習と僕

A糸ll 山口貴久

自分はこの修‘t旅行で震災火fr委日としてt品井の震災を濶ぺました。
始めはどうしようか迷ったけれども， 自分達の住んでいる所なので淵

ペてみようと思いました。

最ト）Jは人にIT：せてもいたけれど．だんだんU党を持ってきて．進んで濶ぺていくよう
になりました。＂周ぺが進むうちに船 JIJ人震災の被占のひどさというのが分かってきまし
た，こんなひどいことを祖父やtll舟が体験していたと思うと．恐ろしくな,..,てきます。
修学旅国）‘りIiかやってきました。僕らの濶ぺたことを允表し．次に限取rl1学校の本
校長知1てに，91＿りを1lflくことができた。その先生の品によると．先生）jは191分逹も被災したに
もかかわらす．ポランティアとしていろんな人逹を助けていたそうだ。また生砧逹も一生

懸命働いてくれて．そこで学んだことを 一牛忘れないだろうとおっしゃっていました。

またl1分逹が伽JI・・の店災について濶ぺていた分もあって神戸の震災について比較する

ことかできました。

今限恥,,学校は．被災者が仝i1:Iiていき， l卜．常な授火をしています。当初はまだこの
状態じゃ授災はできないだろうとこすわれていました。 しかし生徒が被災とを自！解して仲

.L辻くなるにつれて．悪いと思って学校をでていってくれたそうですc まさにすばらしい

人間関係tこと思lヽ ます

ン^ 宝
Q 

A糸II 五十嵐陽子

じLや nIt.f走や犯1:jとは玉や想．しヽ ましたね。」
lf諏中学校のJし校長先生である，近1條先生はそうおっしゃってドさっ
た。[t{l訓学校とは、i，'災の被占を大きく受けた場所にあり，避難者

の数は最，＇,・りで11000人以 l．にも辻したそうだ。 そこの生仙逹や先生逹は自分の 1iで粘•· .！み
なのにも拘わらず．（＇↓itiむのT‘',1やおイI寮りのおIII.-i』など文句 1つ己わずにやってくれた。
阪神，淡路）＜震災はとても人きな被占をもたらした。それは．死名．負似名の数など

行料を見ても分かるが．近藤先生のお品を聞いてそのことを生々しく尖感した。（木1l11r11

たらけの仇9し｝どの人々や反人の死．/,',]りでは日を逸らさずにはいられない’l-iばかりの中
．C.枡I/「の人々は生さていることが地獄のように感じたのかもしれない。そんな巾て．

人々を助け，励まし．勇父しを必り続けた私と同い成の脱取中学校の人辻を杓敬したい。

地・，』しーはたくさんの人々 を悲しませ．悩ませ． 出しめてきた。 今ても． 9収没(I•定で苫しい

II:t，りを送っているおり碍りのJj々 など，‘必令に1位腿したわけではない。 しかし神戸の
IIIrは砂に生まれ変わっている。地点に対応する建物が次々と建てられ．H本て一番地
店に強い場所となっているんだと思う。

地震が神戸にもたらしたものは，マイナスな物だけだろうか。そんなはずはない。t9|I
戸の人々は1消みを味わうとともに．他の県の人には味わえない．かけがえのない玉をT・
にいれたのではないだろうか。
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広がる人と人との輪

A糾今 村友紀

忘れもしないあのII。 2舶前0)l }l l7Hに人哀災が神戸を洟ったし

そのHから始まった神戸の人々の凶しいIIてi,r;, そしてそれを支えた中
学校の牛祉逹0)澁かい心から，私心附II叱も何か得ることはてさない

かと三宮にあるフェニックスプラザヘと向かった。

まずは私謡の代表がiii)|：大虚災の発j_沼をした。 ti,i)「大；は災も阪神）＜i且災と同じくらい
に大きな地店である。しかしiiiJ卜人裂災は水・占にもみまわれたことか人きな杓徴てある，9
福Jr•大震災は50年ほど凸；のことなので，杜辻はもちろん．／「まれていなし、 それに比ヘ

て阪神大震災は．2年riりの1iなので，iじf心に新しい，私立の（1：む船JII Iiもi，'泌いの強い！；；9
れを感Lたが，震度7という想像を絶する揺れに洟われた神Ii(j）lllfては｛い典に向けて．
どの様な朴が行われたのだろうか。

福井店災の発｝•<が終わり．次に枇訓J秘 11'学校の店災‘'1時に校1妙にLをしてし、たらし＼ヽ人
の話を1iflいた。その話は，滴くことていっば＼ヽた..,fこ。凡生力は自分(/)'求し人変なのに、
学校へ避難されてきた人々の対応にあたるため，あるf'(！度1'.1分の後始木か終わると学校
に米てくれたそうた。それも飽くことの一つだが，最もすばらしい'liだと思った(/)は生

砧の語だ。鷹取中学校の生徒逹は，だれがやれと'--’’ったわけてもないのに．自ら逍んで

先生）jにまじり避難してきた人の対応にあたった。このような，北の11iでー・一つ．私の心に

何か強いものを残していった，；』がある。これは，ある登校相否の生徒の，＇』てある 。こ0)

生徒は．人前で話すのが凶手で内氣な性格た＾った。教・iiと＼ヽう場所が怖く．そ0)ため登
校拒否になってしまったのである。 しかし，あの人店災か彼女を変えた，彼女は1・1分て．
u分か今囚っている人のためにできるしドを見つげた(/)である，J そ(})~.とは， 「のイ、Lilli
なおばあさんの食1W)|If話である。彼女は数少ないお弁‘'10)巾からおはあさんの分を（（（1：
保するために．内気な性格を脱ぎ捻てて＼ヽろんな人に即籾を求めた そして，そうして

得たお弁当をやわらかくれ直して，おばあさんに食ぺさせてあげたのである。

たくさんの大きな試紬の中て，人は人きく成長する。それは今までの人生で決まって

きた人格さえも変えてしまうc こうこうと何か悪いことのようだが， さっき0),i』を思い

出してみると，私はよりよい目分に成長するためのきっかけとして，震災は人々の心に

助け合うことの人切さを残していったような気がする。

戯取中学校のある男了生仙がごっていた，コ菜がある。 ポうンティアと1ふ白分かてき

ることをやるだけのこと。たから‘',Iたり1jii0)＇ドであって，すご＼ヽことてもなんてもなl¥ 

私はこのふ迄を間＼ヽて，今まてあまりポランティア砧動に柏極的ではなかったfl分か恥
ずかしくなった。今の臼分にてきることがもっとあ-9てもし＼いはずだ。そして今，1i/9:l{l.9 

中学校の生仙のそんな強＼、心を知った私は，きっと変われるという心を！．，fってh動すれ
は肘でもてきるような氣がしてきた。

私がこの修学旅行て得たことはたくさんある。そしてこ(/)f，'必災‘芹習で得たことはとて

も大きいと思う。裟災は，人々の心に深い似跡を残したものたと払は今まて思っていたc

たしかに被災した人々の心には深＼＼似跡が残っていると患う。しかし，必ずしもそれだ

けではなかったと私は思う。人々が助け合うことのできる人切さや，人はひとりでは生

きていけないといったはかなさを知ることかてきたと思う。
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これからは……

A糸II 小仲谷尚子

修学旅行の2HOは，班ごとに説，)査活動を行いました。私述のHEは
建築関係(})'),から震災前後の建物の変化などを曲ぺました。活をlUlか
せてもらった人は．みんなとても親切で，いい人ばかりてしたが．私

かとても[|1釈に残っているのは， 3H日のi迄災学習てす。

lt諏小学校のJじ校長定上が，哀災の時の学校の様了や生征の')iを話してくれました。

校，JIIは 1•I I協同。私は今まてどんな Lドをしてきたか？ ・ポランティアとは何か？ ・一

人の女の了・の話をllflきました。
「ズキッ」

今まて私が思、っていたポランティアヘの名え， とてもはずかしく思いました。ポラン

ティアは自分かできる')tを見つけ，それを一生懸命やる女の了・はすごいなと思いました。

[1分の杓えを人に知lってもらう，人を説1リする。
私はこれからどうすればいいのか？何をすればいいのか？この話を1Ulいて考えさせら

れる')iかたくさんありました。「1分にできること，これだったら私にもできる，という

何かを見つけていきたいてす。そして，人に:どばれることを。女の了を見習いたいです。

も..,と村ik'Ii的に，自 l:．的にii勅していきたいです。
澗伍舌動，姦災芹翌など，私にと..,てとても心に残る修学：旅行でした。

a。]〗；~；;~；し二、ニロ：］よし：）、／」］陪0<1竹Lくなっt~々
先Hは，かけがえのない凶・＼ヽ体験をお話ししてドさってどうもありがとうござ＼ヽます。

私はある程度，阪神）＄霰災の知識はあったのですが， イマイチ即解できなかったことが

ありました。それは火際に被占にあわれた沢山の人々の心です。どのくらい↑（1iかったの
かどのくらし、0)絶望！心に埋もれたのか，とんな日椋を持って立ち卜.がったのか。先生

/)）お，店を1ilいているとき何度も何度も 「この人辻は白分を失ってしまったのではないか，
どうして1'1ち直ることができたのだろうか」と思いました。その巾で，先生のお話しを
Iii1き続けると先生は． こうおっしゃいました。r生徒が白分でできることを見つけていっ
た。」 と。私はこのIl,9f，本` ’',に競きました。rそんな状況にあっているのに， 自分のこと

たサではなく，他人のことまて血倒見れるのか。」きっとこれは，私か今思うに． この

ような場合に直lhiすると自分の恐怖やどうしようもなさから氣を紛らわすI＼にU分を捨
てて他人のためになりたくなるのでしょう。とうしようもないという状況は何とも，tぇ
ない恐怖，絶沼なのてしょう。先生のおふしやお頻から状況を即鮒したつもりてすか，

やはり人の心ばかりはその場合にあわないと神様ても分かりませんね。それでは，お休

にお＇Aしをつけて。 倣↓し
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生きているしあわせ

A糾 登谷 晶 美

「私は生きている」と考えてみたことはなかった それは ‘1,1然の •J;

だと思ってしヽ た。 先」としヽう文字も見かけることもなかったからu

修学旅iiの最終H，フェニックスプラサで1，t災学習をしました＇J そ
Lて0師 Iiの先生から裟災匝後の生々しい状況を説明してもらいましたしi／↓山の人々 の死
残された人々の苫しい生活を。私にはまだそのときの公！りちがわからない。分かりた＜

ないと思った。目の前で友述が火の中でクじんでいく所を想像てきなかったし，杓えるこ

ともできませんでした。

学んだことは沢Lしあり、名えさせられる1frもありました。人間の命は白然に勝つこと

はできないこと， しかし人問は助け合うことでどんな困難にも立ちIし）かえられる．とて

も大きな力を持っていること。人liil（ヒト）とは，本‘1,1に白然に勝てないのだろうか '9/
勝てる）j法はないのか？

震災は多分，多く の人々に人きな允見をりえ，そして恐i(1iをりえたと思しります もら
ろん，私にもりえられました。そして私は阪神人震災（多くの人々0),It)で` 芹ぴt}に

助け合う心、勇気を牛かせていきたいと思＼，ますり

今も 2年前の悲しみは残...,ているけれど人々の笑釦は少しずつ増えていきます。あ(/)

大きな出来市を越えて。私の修学旅行で1りたもの，それは生き（生きている）がせてす。

震災学習

B糸ll 李 越

修‘t旅行の3H日にあたる 3JJJ5H.伎たちは神！i1li1村にあるフェ
ニックスプラザにfJった。そこでたかとり中学校0)哀災‘1,1時の校長先
生にお，；』を11りlヽた。

つぶれた’冬に足をはさまれ，動けずに家に火がまわってきて，焼Itクtんた人， もうす
でに死んでしまっている孫をおふ’って，191分はJiuまみれになりなからも，
この了・たけは助けてやってくれ。私はどうでも＼ヽいんしゃ。とにかくこの子たけは1り

けてやってくれ。」

とこっていたという名人。自ら家放を守って機械にはさまれ，

「はやく逃げろ。→

と家族に告げたまま，無念の死をとげた父。

ものすごく生々しいものばかりたった，福）1:店災でもこのようなとても悲しいIli*＇ji
が各地で数多くあったと思う。

地震は，いつおきるかわからない。 しかし， このように．火際に震災にあっていろい

ろな場血を見て，体験している人たちに話を1rnいて，地震という自然の（作成に対しての
知識を深ぬ Hごろから．し＼っJ也店がきても．対処できるようにJll，心しておくへきであ
る。とにかくそのためには， 1,,1)＼附屈II 10) 2学年の生1,tたItてなく， f I本令11tII'界令
ての人間に．哀災経験省から．知識を分けりえてもらうことか1li波であると思う｀＇
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二＿
これからの地霊対策

B糸II 多賀史晃

修学／［約の3HI lの'I•前111, I文たちは震災学習をしました。I瓶取中
学校の）じ校長を，l紐Iiとしてお迎えして，お、：』をllflきました。このお話

をllflいて店災についていろいろなことがわかりましたv t話）1•人底災と

阪神人1迄災では．どちらが人きな地震たう たのかということなどが分かりましたc

hi)1―•人設災の震度は7.2. 阪神人店災の店度は 7 で， 11,f)「人震災の）jが震度は強いの

に，阪神）ゞ底災0)）jか化どか多く出てし、る。 しかも． t;，i)1-大袋災の）jがけに起きている

ので，阪神大心災の方が建物が女仝に作られているはずt咋しかし，阪神大裟災のガか

死者が多く il,'ているのはなぜなのだろうか。

佼逹が修学旅行からかえって，米て次の11にh，間で謀度3の地店かあった。（文辻は，

この＆渡3の地匹でも癌いていたのに， thi)1大震災と阪神人震災ては店度7以上を記録

して＼ヽ る。このことから．この2つの地igo)恐ろしさがわかる。今からは，安仝性を考

えた仕物を辿り、人J也店か起きてもあまり死れを出さないようにするぺきた。

iは後にポランティアについて0)iliが分かった。ポランティアというのは，ポランティ

アをしてもらう人のためにやるのではな<, 1・1分のためにやるものだということが分かっ

た。こ0)底災‘‘腐りはとてもためになった。

自分改革

13糸1［ 中島広喜

'95、冬，til1Jj。その紺え 1-．がるような寒空の卜］阪神）＜裟災がむ
き出しにしたキバが，多くの悲殺IJを生んだ。

その神戸て，i妬述は設災'iとや1をすることになった。溝師の力の一己｀
ーりが伐の仝然知らないことであった。激しい地裟だった，多くの死者が出た， て次災

ヽ`りかあ....,t.:，なとは欠llっていた。だが，巾学生が日 11的にホランティアをした，などは
全く知らなかった。仕事と ＼ヽうと給料をもらうために働くのが(」flitごと思われるかも
加しないか．本‘',1の．岱味での仕'Jiは， i史は辿うと思う。給料をめあてにせず，人のため
につくすのか．人間としての本米の仕’Jiではなかろうか。だから本米，ポランティアと

いうこ栄は必要ないのではないか。このことを神戸(})小学生述は夷行していた。分かっ

ていてもなかなかてきなしヽことQ たたでさえ白分もャパイ状態なのに，人のことまで……。

そう杓えると，自分は今まで何をやっていたのだろう。自分は何ともないのにポランティ

アを何かしていたたろうか。おそらく，

「ポランティアをして何を思＼ヽま したか？

と1Hlわれても，1！|）答てきないてあろう。
この修` f旅行は， U分を見つめ直す機会をりえてくれた。ても，形式ばったポランティ
アをする気はない。人の1Jに見えない所で，社会に真献したい。白分史緑の 卜.の）J持ち
でよし こヽ とかよく分かった。
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震災後に必要なこと

B糾 望貴 t尊

伽）1•では 1,..\-．人被古をこうむった/,,UI 人哀災という惨既llがあった。

今ではもう復興したが今でもこのii,i)1人・震災と詞し裕刺にあって．
まだ復桃していない1frがあることを改めて久IIった。

震災直後のだいたいのことは． ’l̀Vや祈llllによって多くの人に知られて＼ヽるか．その

中に．報道されなかった悲惨な出来Jiをr：必災学習によって知ることになった。
この品をしてドさったのは， Itilfが1]学校）じ校l妙先牛たった）哀災直後．Ii代1秘1,'学校1.i
紋も大きな被災地であった。 1敗J約,,学校では．この地震にあって自分辻より；りしい）＼心

が＼ヽるんだなと思った人が＼ヽて、その思、し寸が学校全体にILがった。自分の家の人が仝員

無lげこという人が，その‘米の片付けをはうりだして．自分よりら凶しい人心を助けに'1・
祉，先生も一丸となって．ij-動し始めたのだ。や1より，その人たちはすごいと思-}に，

IJ分を犠牲にして凶しい人を助けたと＼ヽう杓えにすごいとたたただ思った こう＼ヽ うす
ばらしいこともあったが．中にはこえなどに押しつぶされてしま-,た|kJ視友人だどを

亡くしてしまった人も多い＾こういう心惨なてきごとを，｛iり：I',してしまう地迄 こう
いう1]然災‘占は，；作のTても1Lめられないことである。たから，地店によリネや肉視や友
人を亡くしてしまった人かいるので，脱取巾学校のII布しのように，こうし iった人の心を

支えるポランティアの人は必裳であると思うr

c-

忘れかけていた記憶

11糸li 清水健史

2りIiりに起こった1阪神）＼哀災， 起こった時はし、7,いろと憐かれてい
たか． 2 年にった今阪神）ゞ•,':災(1），心'tもなと頭の咄にもなかへた。

しかしこのままてはためたn そう考えこせてくれたのか，今1111(J）修

賞,~iJ・であり，裟災‘‘料りた...,tこ 特に（文逹か（しんてし、る船）1ては．以I泊にもthi)1人哀災
か起こり，人々 を；りしめて＼ヽ る0)て，これから0)人木て111]しようなことを投り返さない

ためにも~“必んなものとな...,t..:． 
人間の心なんて移りやす＼＼らのて，．ぉもしろい）」 ．眺IIi深いJjへ傾いてしまうべ缶';}，ふ

[1分の心に＼ヽつまても残ってしヽる人は．11'1:接被，1;にあった人のみになーヽてしまう0 991「，を

してくれた先土も，巾学校のI国は地立を逍してすこく成Jくしていったと己うていた。

でも．直接関わっていない佼逹は何か変わ-ただろうか，,何も変わ・っていないそれて

はいけないと忠う。わざわざポランティアには1［かなくとも，震災につ＼＼てし、つまても
心にしまっておく。 U分は今，（991かできることはないかと杓えるでそういうふうに部

の人の被どを114冷員の敗＇：として受け止めてiiくべきしゃなし、かと思う勺
そう lヽ うことに'xtづけたのも'1，'迄災'‘i呼1をやっての粘果たから．（tは心災‘t判をしてよ
かったnこれから．1関係なし、や 1」とし＼って．人ことに息わすに， 191分（」（u:かてきな
いか ということを杓えてiJ動したし＼，
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震 災 学習

B糸Jl 齋 門史也

震災学習では，当時神戸の中学の校長先生をしていた近藤先生の話

を間いた。

‘|；・成7年 (1995年）． 1月17日．火II{HR，午前511.146分，阪神 ・淡

路人震災は神戸の町の姿を一瞬にして変えてしまった。この震災で，LLLFは壊滅状態に

陥り．ゲ凶約ふ80人，［Uり切4900人，家屈の哨失， 746棟をだし，多くのものが失われ
た。規捻 ・ィク^ ーチュード7.2,地震の岐占は，震I}J;i地から円心状に広がり，弱くなる
はずの沿識が通JI)しなかったe

しかし，人々は多くのものを柑た。これまで学校か地域社会共通の財江であるという

ことは，兜念として狸解されてはいても，尖際教職日ゃ生砧は地域社会と結び付く槻

会は．ほとんどなかったという血かある。 しかし，被災地の教職日と生砧が突如襲った

人震災に九T-..Ihiから取り糸l［み，学校に避難してきた市民を温かく受け入れ，行政各機関
の文It:もi凶足でない緊辿した状I)しの中で，見ポに避難所としで学校の辿営ををしていっ
たそうだ。生徒辻は．自分でできることを目分で探してやったそうだ。避難所の中では．

外国人が必別されたが．教n．牛徒述は， この外国人たちに一番最初に物行を渡したり，
冶jIIをなくそうと呼びかけをしたり．話しtll手になってあげたりして．差別をなくした
そうだ。

僕は． この人逹のように．他人の気持ちが分かる人になりたい。

＾ 霙災の苦しみから復興ヘ
B糾坪 内 慶 人

.... なt;：:［[I、言［万；ょ1,•こ巴り雷閏し't,i,t:；91,；［J[；,:
何もなかったようにきれ＼ヽになってし‘た。 しかしいまだ仮，設{i充て

くらしている人辻もいる。そういった人逹は、また家を見通しもなく我投しているのだ

ろう 始めはIUf中でも，仮，；と(I'むを見かけたが，修学旅行で見かけたのは、ポートアイ

ラン ドの人辿りの少なし、ところにしか見あたらない。震災直後はし 1ろいろな人々がポラ

ンティアをしに神戸へ向かった。今でも経金や会社で義援金が送られている。こういっ

た人々のおかげて．神戸もこんな1こ甲く復典を遂げたのだろう。今たからこそ，神戸の

店災のことは，その1::lにうちにすぐ仝凶に知れ渡り，ポランティアの人々もいち早く現

場に行けたが、福）1,震災の時は，救援物臼などがくるのが非常に遅かったと祖父はごっ

ているc そして現在の建物は，鉄筋のコンクリートの建物で時間は朝たからよかったが、

切 I：震災のころはまだ木辿建染で，夕）jて夕食を作るl1.Ifr::］堺た・ったので神Ji以上のすこ

さがあ...,たと思う。このようなことで，修学旅行では神戸のI」筵ま しい発展とともに人々

の凶労も，晶l付活動 ・震災学習とともに，味わった。 lヽ,1然だが， H頃から少しでも．意識

して1濁 していれば，人被山を最小限におさえられるのではないかと思う。
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本当のボランティア

B糾 西尾恵美

震災学習は．私にとってよい経験となりました。尖探，袋災にあわ

れた力・の生の占を1hlけたからです。新間や．ニュ ー ス芍•で． 阪神大店

災のことは，り、1いているつもりでした。 しかし．久IIっているとはし、 -1

ても． U分の震災といえるような大きな地震を体験したことはありませんr tt-1追の公て
は．たくさんの人逹の努力が1屈されていることを知りましたc

私は．この学習を通して．iりたものがたくさんありますn その一つか＊ランティアに
ついてのことです。私逹は学校で何度も条父り返してポランティアについての』L合い

をしてきました。それに，｛11/1且かポランティア括動をやってきました。私は．ホランティ

アとは何か．いまいちつかめてはいませんで:...fふしかし、近Iiもさんのお品を1iflいて，
なんとなくではあるけれど，分かりました。というより，’,<＼っかされましたr ー岱1:1」汝

に残ったのが，［」分にてきることを日分て見つけて．「l分で‘必りするというお，9lr，してすぐ

これがポランティアたと思いました。iム土がやってきたホうンティアというのは．形は

かりではないでしょうか。 Lヽ くら，i』し合ったって．TIFIで即航したって．（11)にもならなし、

と思tヽ ます。尖際に，IJ分か見つけられるような場になれば．「l然にijf))かてきるはす
です。そのきっかけとなるものかないだけてはなLヽ かと見I，t、ます。哀災‘f:frc学んたこ
とを小かして．3年につなげたLヽ と忠います。

A ;[：［二':;［口：言I.］：！,J：}里ヵ:{〗\,、
で 「したい」という匁拉ちからするも0)てあること。この2つの＇j,を学んたのてあ・った，
仏逹は．l,,UI・大霰災のことを少し，，ltiべて修‘y：旅行へ行った＾，謁介活動などても｝叫I心災
との比校として神｝ i)ゞ 森災について，J,'，Iへにi！ぅたC.fLJ主の，；9，¥lヘたところl.t,かって0)つ
らい想いを思い出し，泣かれてしまう人もいた。それほどこの震災て火ってしまった親

せき，友逹などは大変かけがえのない人であること。別に忠いことをしたf'lllI Iてもない

し，1,社気でもないのに死んでいってしまった入。「！然の竹威て死んでいってしまったc

これはとまでに T.］然」の恐ろしさを教えられたことはなかったであろう。私心も今l191
の学秤で r碕翡,1,学校の元校I妙先生からllflし＼た，本‘',1に残利，なお揺しはr,然の竹威につ
いて改めて名えさせられるものであ，，たと私は息つに私辻か，ふだんテレヒなどで見

ている虚災の現状について放送されている(J)は本‘りに一部てあることか分か，，た マス

コミとかは本‘'11こ仝部をtL辺にテレピを通して伝えているのてはないということになる，
私逹はポランティアを通して もっと只火を見つめていかなくてはならないと今hl(}）こ
とからつくつ｀く思った。これからも入しい神r；を取り「及すために叫'i'；k9てはしいと忠い
ます。
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神戸で学んだこと

B糾 幅岸早苗

今'"'の修学旅行で笛に残ったのが震災学習である。 2年削にあっ

た阪神人震災かこれほどひどく，悲しいものだったとは，私は思わな

かった。私逹のt;,iJI：でも大きな地震があったか，神戸での地震は｛史利
になったはずの今のIlrのrドに疑間をもたせることになったc この部市での地震では大き

な被古を！1,1したくさんの人の心に大きな傷をつけた。私は報道されていた以上にこの

地i,'J.は大きな被‘占をりえたのたと思った。でもそんな中て私はとても強い神戸の人逹

の話を1iりいた。且分目身も地点の被占を受けたのに．たくさんの人のためにポランティ

アをする）這だ。最大の避難場所とな勺たある小学校では．私とい］しくらいの牛｛上さん

逹が1.！分U身も被災したにもかかわらず、たくさんの人逹のためらポランティアをした

そうです。，ifi;1人として文句をこわずに。 この話を聞いたときは， とても感勅しました。
そして神Ijの人逹の性さを知りました。

あの森災から早くも2年かたちました。今の神戸の伎以を見ても、この地にあんなに

人きな地店があったのかと思うはど，神戸は復典してきています。ても，ここまでくる

まてに報道されていないたくさんの＆労かあったと思います。またたくさんの悲しみ

を釆り越えてきた人々の姿があったと思いますn

tl|I戸のihli'．みや仝ての人々が）じの'L括に仄れる11は近いと思います。がんばれ， tI|I)＇o

ボランテ ィアを考える

B糾 加藤有希子

3 I I IIの午1廿i中に，溝帥の先化のお話しを1Ulいた。その講:f:iliの先生
は，｝じたかりl1l学校の校Kであり．阪神）ゞ裟災の時に、中学校の先生
と生仙逹が．学校へ避難した人々にどのようなボランティアをしたの

か。そして．その‘'1時の被災どのり々はどのような牧らしをしているのかなどを実院

に・,，悶災にあ...,f.:Hとの'tの人のllflくことが
できた0 50分程の溝iiiitこったが，私にとっては 1つ 1つが感動と挽きの連続tこった。
まず，私か感動したのは，牛祉や先生たちのポうンティア活動に励む姿だ。fl分たち

も被災者なのに関わらず，学校へ避薙してきた人々へ，滅心をもってお世，活をしていただ

し、たのだそうだ。 その 1 ••，学校は神J jて一岱規校が大きしヽ避難）りitごった。だから，授棠
を1り開するのにも時間」がかかり，ましてや，学校が生徒辻のものになったのは，阪神人

iぶ災から7カ月1，:後のことだったらしい。U分たちもつらい立．出にあるのに，（")も文句
を言わず，人のためにつくせる帖神の性さはすばらしいと思う。

光生は “ポうンティアは．［1分のできることを探して，それを実行に移せたことだ'

とおっしゃっていた。執り部のポランティア活動の中で， 自分のできることを探してい

きたいと思う。それができれば．本‘りの心味のポラノテ（アにたどり£iげるたろう，，ま
た人間の炸さをも「に入れられる（）
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霊災学習を通して

l}糾 酒井麻友子

今まて，阪神人設災につしヽてのヒ・デオは{u[IIllか見たItれと',1遵符l|l
戸に行き，生の出を1l}l＼ヽ た））がはるかにIlfりに残る物が多か＇）た。，店の
中で一沿心に残った物は，生仙逹のホランティアが，動0)ことてした，

U分たちも被占にあったのに．学校に非難してきた人辻0)ために{’'［かできるかを朽え，
それを実行したのに対しては，たた「すこい ｝ の一己てした，） 中でも， t',りかな久0) 了•か
1人のおばあさんのためにお弁‘9,1を確保するという品には脱きました。且分の'liだけで

梢一杯だ，という氣梼ちは彼女には少しもなく，おばあさんためにできることをやって

あげよう．という気持ちがひしひしと伝わってきました0

人のために何かをするということはすごく雉しいと見いて＼、ました。でもそれは，

他人を思いやることで自然にてきるものだと感しましに神戸の人逹はいつもおり．いを

思いやっているのだな と思しヽ ました。阪神）＜姦災を通して，神戸の人辻が‘r・んだも0)，
それは他人を思いやることの人切さ．すばらしさと希況他人のことを常に名えられる

俊しさ，大規校な地設にはflけな＼ヽ だけ(})9阻さだと思＼、ます， これら(})ものを学んた神
戸の人り狐な地店1これけないだけの＇屈さだと思います 。これらのものを学んた卜l|l)『O)人々

は本当にすばらしいと思います。そして私か霰災学習で学んたもの，それは本‘1,1の俊し

さと希望のすばらしさ。裟災学習を通して，私が得たものは．とてつもなく大きいもの

なのです。

震災学習

B名ll 長谷部やよい

修学旅行の31--lt 1，私辻は叫til秘ll学校校［辺の近！i於さんに．阪神）＜
震災の体験淡をいただいた。そのお，；，T，Lの1|Iには．テ レビで放映され

い祁分の避難／所や街の暫惨j[，被災した人辻の心などかもりこまれて

あった。そのことによって，私の阪神）g震災の知識は増えたわけだが，知らないことは

またある，丈際のその現場にいた人逹しゃなければ分からな＼ヽことがまだたくさんある，

としヽうのか私の梼った感想だった。

そして，近株さんの，砧す，限l以中学校の先生）jや生征辻0)行動や心況に対する感也は

たくさん持った。一番思ったことは．震災によってlll［並みなども変化したことたろうと

思うけれど， 番変化したのは披災占の力々なんたということにっt-。近II泰さんが例（こ
ili した女の了•て， 震災まで登校拒否をしていたその女の了·が震災にあって避難所になっ
ている学校に出て＼ヽ き， 自分のやるぺきことを1・1分で見つけれた． というようなお品が
あったc

そのように．震災は，｝く血 1：は悪い影榜しかあたえていないように見えるけれとも．

人の、しなど見えないところては，よい影楔もりえている場1(]もある．とし＼う祈Lいこと
を感じた。

尖既にこの店災を体験していない私は被災む(J))」々の傷ついた心か分からないかもし

れなしヽ けれど， この哀災は、忘れようとしてはいけな＼ヽと思．う。
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あの時の悲しみ

c糾 池 田 雅史

3H口の姦災学習の話は． とても地店が怖いものだといっていまし

た。 I J)17H'1'1前5時46分に地震が神Iiを中心に兵印摂全体を襲いま

した。その地設は．iZJ度7を記録して． 神戸の人逹にクビをもたらしま
した。ほとんどの人々はタンスの卜.しきになったり． ガラスでり）ったりして死にました。

一沿被占を受けた場所はKIIllX．．の鷹1［父IUfというところがひどかったそうです。僕逹はそ

．、こに行って話を1hlいてきたのでとてもひどかったのか分かります。迅はいままでより広
くしてlI（力通れるようにし．家はまだっふれているところがあり．駅のとなりでは仮設
ii:．むでi'tらしていた人がたくさんいました。鷹取町の人辻の命を救った場所は鷹取中学
校たといっていました。この時の

元校艮先1'. • 近藤先生に話を聞きました。 先生の友人はとても行が凶くて． 170cmあっ
たのか地店の時になったら35cmになって亡くなったそうです。神戸市での死者は43扮人，

行）jイ‘IIJ]者1人，負傷者14679人，’求斥．の焼失は706l棟たといっていました。地震が起
きた時は， iitかがリーダー・ シップを取ることだとし9っていました。誰かがリーダー ・
シップをとり．みんなに指ぷをしてみんなを非難させることが大切だと．元校長近藤先

生はこっていました。地店でおしいちゃんやおはあちゃんとかが多く死んだと己ってい

ました。｛文逹は被，1；はあまり受けていないけれど．あの時の阪神）ゞ虚災で亡くなった人

辻の悲しみは忘れられませんc

二：〗：三□〗冒詞）冒〗にも地店か起きたら， l及l束にいる親戚の家に非難すればいいと思っていたからです。こ
う．Iど、っていた僕は．人lil0)クス＇だなぁと思いました 。今はもし地店が起きても．人を助

ける'liができると思います。

油帥の先生の話をllflいて思ったことはもう 1つあります。それは， とても人のために
働きたくなりました。今汁釦きたい国(;J.，アフリカのどこかの国です。それは，そこ

には大変困っている人辻かたくさんいます。たから助けにいきたいです。

今0)U分は，怖いものがありません。だから9IIIでもできそうです。僕の将米0)拶は，

仰い人です。たからアフリカにいって人々を助けて， 9:',,い人になりたいです。でも，伐

は根性がないので長続きしないと思います。だからi文は，外国に行って人々を助けると
ころからいかなくて， ［1分の身のIIIlりの人を助けていきたいと思t、ます。そして， もし

店災などが起きたら， ポランティア活動をやりにfiきたし＼てす。（文は1収取巾学校の人辻
は． とてもすご＼ヽなあと忠t，ま した。
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偶然を必然にすること

c糾 朝 怠 大貴
父さん，母さん，ありがとうこさいます。祖父ちゃん，祖1:｝ちゃん，
ありかとうございます。先生，ありがとうございます。友人逹よ，あ

りがとう。今まで私を支え，助けてくれた人辻，ありがとうu 今まて

私に閑わってきた全ての人逹，ありがとう。

こんな機会でもなければ，なかなか己えないのて，最初にお礼をげわせてもらいます。

私はII寺折，生きることの意味について考えることかあります。名えて，まず最初に思

うのが， “生きていてよかった＂ということです 。杓えてみれば．今，こうしてU分か
存在していていること自体が，人思議で，すばらしいことに思います。偶然と偶然の糸ti
み合わせで，今の私の存在できるのてす。 しかしその偶然は，ただの（叫依ではないと．

最近考えるようになりました。数々の偶然の中で，その偶然を作るへ＜．努力した人か

いたからこそ．それは起こったのです。

「できない」と思うなら，できるわけがありません。「やろう」という心辿；があって、

可能性は生まれるものだと思います。

私が神戸に行って感じたのは人々のプ）でした。人々の力，人々の，［叫心さまざまな

意志の中で私が敵も強く感じたのは， 「やる気」です，感じたというより， これは種i喰
にも近いものでした。

阪神大笈災が起こり，報迅されたもの・・・・・・。壊れた家，内llれたアスファルト，崩れた
橋，全てを飲み込む炎。 そしてII名閻，沈黙•• •…。 やがて昇る朝H, 映し il：される人々の
腐i。ただ，その場に立ちすくむような，誼めなし、悪炒を見てtヽ るような……。やがて人々
の巾から，少なかった感梢が大きくなって＼ヽく。そして・・・・・'o

神戸で私は衝峡を受けました。まず，第 1に，思ったよりもすっと後囲がすすんでい
るように見えたことに驚かされました。そのIり打11の一祁を，，；周化活勁て知ったよ うに思

います。訪間先の人々から感じられたのは． 「やる気ーでした。 l1分がやらねば」 ［l 

分たちがやらねば」と＼ヽ う想いか， ぷ染 ・ よ枯 ・ 態度•••••それらの全てからひしひ L と
伝わってきて．私まで1’}いものが込み !'.．げてきましたu

それを感じ，私自身，すごくうれしかったてす。もちろん，それは一部の人々かもし

れません。その一部の人々でも，心の"'に多くの悲しみをもっていることを忘れてはい

けません。ただ， 「希望」という言硲が人々の心にあることが， うれしかったです。

部j~っている人逹に， 「頑張ってドさいJ の口梁は屯前かもしれません。 では． （19lと
らえばいいんでしょうか？

ファイト。私なら，私には， こうとしか己えません。

こんな時．自分の年齢を考えます。たかだか14.5淑のり菜。私の』必は， まだ軽＼ヽ
です。これから先，私は1、1分から偶然をおこす人間になりたいてす。そして，なりたい

と思ったら， 0分のできること．自分史かてきないこ とを見つけ．行動する。!'I分から
起こす偶似それはある心味で必然というこ浜がふさわしいかもしれませんe

修学旅行に行けて．私はヤ；せ者です。えらそうな’liをいうと まだまだH本も払た
ち次第だな」と思＼ヽ ました。199]かが起きて．何かを＇加えられてからしゃなく ．U分辻か
始めることQ

おIi,いに rファイト」です。最後にもう一度 「ありがとう」。
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神戸へ，今日・明日・未来へ…

C紅［ 高瀬直人

阪神）S.:i迄災C l月17H, II’•Ilii 5時46分．糾1/iの街に悪拶が焚った。
神戸の街は数10秒の間に見る口もなくなった。そんな震災から2年。

マスコミや一般会社からは，見雌されたような震災だが神戸の人々の

心には，まだ，あの恐怖は残ってしヽるのだろう。令ての人の心に稔やかな人々か仄るま

で，震災を忘れない。忘れてはいけない。

店災学習。最初は学習なんて鎌たな， l ll.Ifrt]前に[)i]けてもらう．意味があるのか，など

と思っていた。しかし，あくまてもつもり tこった。 t,,f)卜人裟災の品は11りいていても， 9、~Iつ

ていることばかりだった。ところが，阪神）＄震災では， ビデオを見たたけでも驚いた。

最初の映像だけなら，新聞やテレピなどでも知られていた。 しかし，鷹取中学校での被

災名の生活を見ていて，ひらめいた。そこには，｛哭たちの知らない，本‘りの蕊災後の生

訴があった。（哭は，全ての人々には食料が行き渡り，みんな体育餡などで，本などを

試んでいるのか，と思..,ていた。しかし，そこにあった映像は，先生や生徒までが一生

懸命に水を述んたり，食料（弁当など）を配ったりしていた。一般社会で社会人が働く

ことと．はは同Lくらいに働いていた。とても）ゞ変そうたったが， i（i：一人拙な顧を見せ

なかった。そこから，（文の震災｀芹罰は終わった。i欠から次へとli：てくる映像に，典味を

ひか4した。

ビデオもいよいよ終わりに近づいた。最後に，化徒の己菜があった。とてもすばらし

かった。生徒の』菜は，僕の考えルを大きく変えてくれた。僕は，ポラ ンティアは伐に

は無刑た',ただそう思っていた。ところが，彼は「自分にできるポランティアを探して

やった。」とはった。僕はU分自身を此めた。テレビに出てるようなものだけがポラン
ティアじゃないし (i9]もできない， じゃなくて，何ができるだろうと杓える必要があった

のではないか，と思った。彼らは，僕らとほぼ同じ歳てある。なのに，彼らにできて僕

にできなしヽわけがなし、， と思った。「クビんだ人の分まて生きたし‘c」｛史は 自分 l人分も
生きているのかと名えさせられた。彼らは，哀災にあったばかりなのに（iiJ人分も生きよ

うとしている《，これは，多分彼らだから， i;沙災かどのようなものか分かっているからで
きるのだろうと思った。後て1枇取中学校の）し校長 ・近i柊先生にお，，舌しをうかがった。匹
災があったからこそ，生徒辻が協））できた，と哀災でもいいこともあったと己ってくれ

にても，やっばり震災は鎌なものと，了っていました。先生と同時にl，ttlfi(巾学校に行く

はずたった先生がじくなったからです。そして，先生は， 「刃気を，いきなり大きな免

氣はもてないから，小さな力気を少しずつもって行動しよう。」とごわれました。今ま

で(III人の阻とからも同しようなこ菜を1且lいたけれど，今lulは，特に弛く心に残ったよう

な気がしますu l店をlilいていただけのような震災学習だったけれど．僕の心には， i此災

が強く人きなものとして残りました。今Hにも，その震災は僕に何かをりえて続けてく

れていると思います。人求への神戸からのメ・1セージを伝えていくものも僕たちの使命

てしょうC IIJJ I Iへ．今の神1を(,1.、えてしヽ くのも．（文たちの使命てしょう。
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震災の恐しさ

c糾土 田貴史

震災学肘をすると聞いたときは，とても城だった 神戸に行くから

といって震災のことばかりするのは．拙だったからた＼だから1;i災学

習で，）CI.fよlf丈1|l学校校長の近藤さんの，心をIll!¥ヽ ているときは．始めは

すぐ哀てしまうのてはないかと忠ったか．

とても集中して，i』を1闊いていた。今まてのテレピのニュースでは何度も阪神）＜霰災のこ
とを聞いてどんな状況かは分かっているつもりたったか，火際に被災占d)｝j0)品をIll!い

ていると，テレビでははわない系Illかいこともよくわかった

とくに心に残った，；』は，1，t,ilfx叶I学校の加しか避雌どを助Itてあげて．I1分0)学校に7

カ月もたくさんの避難者が学校にし、-e,「1分たちは1eiとんと逸妙箕もてきないし．休内館
や校庭でU由に遊ぶこともてきないので．とてもイライラしてしまうと思う 1「れど．I仇',
JI)(中学校の生仙は何も文匂はわすにT・仏うと，］う 0)かとてもすこ＇い と思った らし h,i
)1―・にもう投，人きな地必が起こってr1分の中学校か避嫌所になり．たくさんの人か木
たら戯l収中学校の生徒のようには接することはてきないと忠う，

紋卜］］．仝｛本にILlfttこと思ったのかにしられないぐらいに近Ii柊さん0.)，llr1をIll!いていた

やはり．被災むの人の話はとても人変さが（ムわぅてくるし．f「クしいのでr1分もその場
にいるような感じがしてとても役に立った，

9
-

霊災の学習

c糾 野条泰永
もう 2年もIiり，阪神地ルをりいた地哀は死む5(）（)(）人P)、|．をたす）＜災
古となりました 今ても辻えて［ヽるのか、ナレヒてirfll神戸など0)(.1;

1|i0)l国をiiってし、て，その地iぷ悶0)すこさにv・っくりしていたことて
す。崩れiもちたぷや、一lhiの焼け野l泉はとても印汝がり祖くて．ホうンティアや衿全はと
ても丈まって．辿IIそれをァンピは(1.、えていましたn ても災ては．どんな ，’i,•』'j]かあった

0)か知りません。（文は，ニュースでホランティアの人を見て，＇神｝ i()）人は人丈大たな 1

と思い深く杓えていませんてした そして今lいl0)震災学習て深く名えてみることに しま

した。

今l叫の乱！帥の）Jは霰災同時一沿避難とのリ』まったli!［取中学校の‘'i11.，i(!)校長(!)}jて， 1i',• 

労をつんだ領をしていましたc

品の内容と＼ヽうのは一附建ての家か．．階建！こなって階になへたことや．・ぶが付内し

て火がついで放助か遅れて亡くなったなと．むこし、ものから登校拒否たった牛仙か l)、
のおはあさんをために紺11お弁‘1,1を確保してあげたことや啄版というもののかたい糸，＇ぷ
について,;/f--,てくれたものもあり，人間「191」の中と＼ヽうものは，そして l人の人間l0)i.,J

つ力としヽうのは．とても大きくり祖＼ヽものたと．この学・iけを通しで注く感じました ttこ．

何了人もの人をまとめた．この校長先'tと・10人の役員． 700人の11上はすはらしし、と感
しました6 1，'i災で＇）(-,たものもある 1}れと．得たものもあると思．＼ヽました。
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震災の悲劇

C組冨 士 真

3 H口の菜災学習を終えて，やはり地震は恐ろしいと僕は実感した。

阪神人震災の起こった 1月17日は神戸の人々もほとんどはまだ哀てい

るときに地震は起こった。 5時46分。一瞬にして神戸の街は， liJlれ洛

ちた。外哲5000人以 L,※尻の焼失7000棟以上，家尻の全‘l‘・Jtil50,000棟以 l:.避難箇

所 （ ヒーク時） 1000,rr以 1 •ー． 避難占数300.000以 I-．という． とてつもなく大きな姐失を

受げたc このような悲測を語ってくれたのは，｝C）股取中学校の校長先生だったo}C校長

の近Il器さんは他にもii,i)「火震災との比校や，阪神）ゞ筏災で亡くなった近籐さんの友人

の話などをしてくれました。

近Ii如さんの友人は身長か Im?Ocmぐらいで．震災11も近ii加さんの友人は， プ階にいて

店災か起こったとき． —：階の圧根が友人の所に浴ちてきて近藤さんの友人は困根につぶ

されて，なんと身長が35cmになってしまった。何という悲劇だったのたろうか。

このように佐々木さんは， 1月17日， 5時46分の一I瞬にして神戸の街が崩れ浴ちた阪

神人震災の悲劇の全てを2時間にわたって教えてくれた。

このように，僕は震災学習で教わった＇ドを生かして，今後地震か起こってもすぐに行

動できるようにがんばりたい。

2::］:：：ロニ三；糸；［三三女）`也戸
あれから2年2カ月あまり，新聞やニュースなどから，梢報を得る機会が妓り被災地

の状況が伝わらなくなった。そこて，戯任活動の殺会を利川し，ポランティア活動をす

ることにした。活動内容は，阪神 ・淡路大震災で家を訪1::1して，震災の出米＇卜を
晶してもらうという内容でした。

lヽiH，僕らのグループはポランティア団体の西出プロジェクト粘ふにおlit,]』になり，

嗚尾浜l［日応芯仮設住宅まで案内してもらった。そこには，たくさんの仮設仕むにお

年奇り，体のイく「」Illな）j々 かたくさんいました。嗚尺浜の応忌仮設9i:’tは，市街地から
はなれているため，生活にイく（吏だと思いました。案内してくれた渡辺さんが9如文化ビの

お年祈りに交渉してくれましたが，断られたために，西‘呂．に戻ることになりました。渡

辺さんの話によると、震災で心が陽ついていたため，一度，{｝船lしたぐらいでは，心から
話してもらえない，と言っていました。震災で9りついた心をもとの心に収り戻すには，

,IIr 1年もかかるのか？それとも一生かかるのか？そのどちらでもないのか？西宮に戻る
パスの中で考えました。
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q-
あの日を忘れない

C糸II 山本 斉

1995年 j月17H'「前 511!r16分（，阪神 ・淡路に．M7.2の山卜型の激'，・’;

が褪った，}

ここは．印 1咬神11diWIII><賠諏Ill［てある，これは．ここに(iんて

いた人の品である。その人は． 洗Ihi所で頻を洗おうとしていたc その11 .,f• あの、忘れられ

ない店災か襲った，， 洗血器がその人にJI託ぴかかったc そして．松根も裕ちてきて．もう

すこしで死ぬところだったという 99 t叫1•人芥乏災の時と同しように 次災古か起こり．
ー1瞬にして火は広がった0,·t~Jfx町には大きな公囚かあり，そこて火の勢いは1［まった，
公園より向こうの側は焼け'l'fl)；iになり．手1iりは震災の影押しかなかった。そ して．その
公国のは］つの避難所にもなった。もし．そのIlIにリーダーとなる人物がいたら．みん

なを避雄所に誘igさせ， もっと被因が絨って＼ヽたかもしれない．と，活していに` I-ダー

となる人がいるこ と，公園などの人きな避難I折になるところをいくつか竹る このよう

に．簡りtなことで． その被‘占を小さくすることができると＼ヽうことがわかー）た

一宮1l砒jJ占街で店を開しヽていた人に．店災の影秤を1itlt、たところ．,,,,か令J,K. 「̀J,l，なこ

の被‘` りか多かった。また、クリーニング圧では服を盗む人も lヽtふ i'『通ては杓えられな

いことである。虞災学習で近li知さんがいったようにそのような人きな災‘!：か起こうた
ときに本‘',1の自分か見えるという，『』か浮かんた。

＾ 震災学習を終えて学んだこと
凸

c糾 片岡千寿枝
り鉦、 ^-• ( （、‘‘‘・ン， 1，ょ火r•11-lの地店のヒデオと講訓i(/）先生のお晶 L を1ifl ＼ヽて， 2り前に

9・ 起こ--,fこ阪神）＜i&災の後の人々の1．きJ」, どん））．そして心につlヽて．
とてもよくわかりましたr

阪神）くば沙災の後，「ポランティア」というふ必か盛ん！こ iJわれてきました 仏ちこ d)

i此災学習でその「ポうンティア とlヽう'j染がとても頭に残りました 人に役に炉）’j,
のできる人っていしヽ t,i: ぁと思l 、ます。そう，J.いたのは， I餃取,,，学校のI I 祉~とた生のホーノ

ンテ ィア屈勁のことをいろし凶liflいて，［1分のこともある(l)にそれをはうぅておいて人
のために生懸命できることはすばらしいと感じたからでナ，特に，、i紺帥の先＇「のお,;,r,
しの巾に，心に似をお---,fこ女の了•かおはあさんのために 191分て食へ物をす！f ってきたり，

いろいろと1化店をしたりしていたという晶か而I:IJ汝に残っています。

また．震災学習によ...,て，霰災後の人々の苫労もよく分かりました。たから，払心は

この袋災学習をいかして， も--,ともっと可｛ランテ fア につ＼ヽ てぢえて＼ヽ ＜へきたと

息し、ます。私は，今まで 、トランティアJとし、うものをめんとうくさか 9 て柏極的には
参加してませんてした。てら，この哀災図りを終えて、この名え））は少し変わ・ー，たな ．r、
と思＼、ます，

あと，また機会かあったらi1|11'1こきて，店災のことについてもっとり、IIAしたらし＼＼＼t;，［， 
と思＼、ます

＾
 



その時私は

C組 酒井理恵

- 卜• 一 ンという名•と同時に，洗血所にいた私は削につんのめりました。」

外は完笠なまでの・庄）空．その空の卜．．私は今，修学旅行3日口の

店災学習を受けている最中だ。目の曲に広がる生i必逹の頭 ・頭 ・頭の
1:,1こうには．，；1,I｝［hliの先生。そしてさっきまでのザワメキもなくなりつつある中，品は本

逍へと1b]かっていく。

勺以も「ll汝的だったのは．学校（診椋I折）にかけこんできた 1人のIUItこらけのと人で

丸炉lIにはお係さんをかつ＼＇て．rl]分はいいから巾＜孫を見てくれ と丘われる。

しかしI欠者は何もてきなかった。お孫さんはタヒんでいたのです。そのうちそのおじいさ
んを我々は見失ってLまった。胸が張り裂けそうだった。」

必死になってタヒんだ孫を助けようとするおじいさんの姿が日に浮かぴ， tこんだんそれ
もはやけてしヽ く。涙だった。rおしいさんは白分は1liiくなかったの」「他の家族は」「孫

砂恥たときどんなに悲しんだことだろう」と様々な思いか頭をかすめる。そして何よ

りおじいさんのそのU分より係を， という行動に心をうたれた。l'l分かおしいさんの係
でおしいさんか私の両親だったら．反対に私か親で．lムの了・供がそんなl]にあったと
き，私は何ができるたろう。何を忠い何をするんだろう，と忠いました。

払は心からありがとうを，．it、ましたc4ムの閉{l[i中学の先牛，＇ヤ tむの皆さんに対して。
小‘1,1によくやってくれました。被災された）'(!)111・話を"it1人文りを丘わずよくやってく
れたんです ＇

＂』がその地域 iは大の避i淮りili!［取巾学校の話にさしかかった咋溝r:,1i(J）)jiふ ‘'ill、只そこの

校長先化をされいてた。 そ0)，活もいよいよ避難の）j々と中学校の人との拿l~~l出にさしか

かったのである。

「イ、IIIしイ斗休でした 避難所の）jが哀静まった後も仏逹 (;¥..:11:.Jj)は学校1り建についての

めとについて話し合ったりして（木むIllサもありませんでした、それにそういうことで丁・いっ

ぱいで，私辻の代わりに丈既に手となり足となへて慟いてくれたのは生徒辻てした。生

仙逹は避'i、節のトラプルに 1つ 1つU分て対処し． III・話の仕）jも訛にも己・われなくても．
t'I分て{l:＇ドを見つけてやってくれました。一沿心のに残っているのは学校もかなり浴ち
iりきを取り仄した頃のことく、 3叩ls．に1守米9uJになりたしヽか1廿！きま した。 トップは9IIJと震
災l前後も人氣0)なかった教師とホランティアでした。」

同じ小学生として，人llりとして果たすことや，おったたけ．とさらク＇とその ‘'illりの1111
也している (•9！しのヒ・デオを見た時， 本‘1,1の人間はすはらしいと忠，しヽました。本‘りに危機

の時は常識みてくれ，などといつも仏逹を納り付けている何かがなくなり，その人の

本来の姿が見えてくる’liを知りました。私がもし｀震災にあったとき，口の前に苫しん

でいる人がいる時親か正似を負ったとき．人としての行動を求められているとき， ．払

は行動できるだろうか。緊急のとき， IJ分より他人を俊先てきるたろうか。「lではiがそ
うなドをしlうが，＇火際何もしない人．いざというとき逃け出す人てはなく ，緊＇よの時 ，
そんなことが頭をよぎったら， 1.1似取中学校の人逹を思いたそうc きっと踏みとどまれる。

「リ）］かった命を命を失うた人の分まで牛きようと思ったC I 

If恐IIメ中学校のある'tt,Lのこのこ染がいつまても忘れられない6
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悪と闘う正義の味方

c糾 白埼祐子
日の1]りのtさ，Iiitしさから逃けちゃク メt.:. ，）．＇也と戦い ，そして
勝ったとき．人IiりとしてのりY叫こ'A＼づき．／1；きてしヽ <I l(I(）を知る 1・1 
分が必要とされる人間］たと'1,IIる 、これか近lik先牛かお..,しゃった，

震災の時に中学生が学んたことの 1つてある 仝ての人間かi:IIる'|io)できるそれは，そ・

して11 1•'?1tだけではなく ， ）＜｝ゞざも． そしても-)と幼 L 、 r•(Jt逹も学んたことだと息う

いわゆる， 亀＇目に ”ではないだろうか，． ＇‘し'i災＂という変則的厄機(Iり状況 卜てそれを学
ぶのは，ちょっと迎うと感しる人もいるかもしれないか， 99店を1lilくと，さしあたってそ

う慇じるポはなかった。逆に，‘りたり1iりの様に感じた。きれ＼ヽ'liではない／ro)出は，［［ 

然と私のIlに人ってきた。そして，それはみんな阿しだろう＾学校に来ない，しゃへる

ことのてきない生徒が震災の時学校へ米て，そして「のイ、[IIIIなおはあさんの「(L、Lヽ

をした。日分てできる1；を見つ！ナたのである。そ して、おはあさんのお弁‘',1をもらう1¥
少ないお弁‘',1をもらおうと，一生懸命しゃペ-9た きっとその生礼は，［91分か役に1・,..）

たことを必要とされることを身をも....てり、1ったはすtふそして，又りを．， ．，も，，うこ
とのなかった，他の生仙辻も

口の面0)恥兄から逃げず，それとり伐L'. II/>った時，仏心は1・1分のことを見つめる そ

れは、もうII祁から・・....このIt硲1::1から始まってしヽるのた＾そ して， 4ぺ‘9,1にI10.）他に1,9)く
な敵が炭れた時 。

知る

c糾 高田祐紀代
阪神）ふ＇ぶ災は，大きな被，じをらたらし また．多くのものか＇）、われ

た。こうし、うこと(t．テレピを逍して(9『JIib|iil¥、てきたのですこく

て大変たとし＼うことはi、11-,て＼、に Iiれと、今Ilt1私は）Ll:/9il[｛l1 9学校V)

佼長先生の，9,y｝品をliiltヽて、あることに＇ペヽ づし＼に日分； i姦災！こつ＼汽立1いてし、t;Lうて

あまり知らなかったと＼ヽうことだ ｛＇［かすごくて，飩か） g変たぅたのかと＼ヽうことを・・・・・

今まて．店災にl伎lするさまさまなことを見たり，[HJ¥ヽ たりしてきたへしかし，それは

フラウノ笠を通してたったり．I:｝］接的だった，．だから夷感がわからない，たから9 ・，)'i災
か起こった後ても1坊災対染をとってし、な＼ヽ のか1・1分の現状たうた（今l19I.Itl1）出で）i体

験のお，』をl罰いて，いろんなことか見えてきた，）

すごかぅたこと，人変だったことそれはトイレのI:；l題てあったり，fiヘ物のことて
ぁったりした。火際には，＼ヽろんなことか起きてし、に。私は，そんな’l；を知るよしもパ

くすごかった胄 とか．）＜変たった．と□-)てきた（9本‘1,10)すこさ．）ゞ 変さは ．9．；で，，ぇ
るようなものてはなかったのた

今IIIl,91り血，活を間＼ヽ て，「I隊に残っにことがある。それぱ冗IIるということを知デCil l 

し、。 とおっし•.>．うれたことた っ た， こ0)',；染を[HJ¥、で ここには'・'、IIると＼ヽうことを，IヽII

らなしし i•Iク｝カヽしヽる0)iがら＇月 1-!lなし、と見'...,た、

1:i 



地震と人間の強さ

c糾 塚田真奈
私逹の班は， .'J,¥Jfi.活動で 『異人館」を閲べました。萌黄の館・テディ
ペア博物館 ・オうンダ館 ・ライ ンの館など，さまざまな沢人館を見学

し， いろいろなドを湖ぺることができました。その巾でも一笛心に残っ

ているのは，「地店のときに11/成の館の！丑根の I'.．にあったえんとつがおれてしまい，圧

根を突き破ったc」ということで，その，活を間いたときは，本‘りに地震のこわさという

t,0)を思し渭lらされました。

そして次の11にiJった 「成災学習」で地震か起こった時の'li，その後火’l［なった時
の1iなど、さまざまな体験，淡を聞き， fムの地震への恐怖はいっそう大きなものになり ま
したっそれとf99l時に私は 「いざとなった時の人間の弛さ」という ものを知りました。白

分0)'琴もJtJ.れてしま ’'たのに，他の人辻のために働く人9(J分もおなかがすいているの
に．了供やど人に食へ物をゆずる人などの品を[iりき，とても感動し，「私もこんな人間

になれたら＼ヽ しヽ なー。」 と思し、ました。

私心（ふ神戸・人阪にiiったことで．本‘りに多くのことを学ぺたと思います。「人の
ことを杓える」1Jや 「協力すること」なとがその例ですが，この2つは今から私逹が成
長していくにあたってとても大U)な litごと息うので，これから少しずつでも身につけて
いきた＼ヽ と思＼ヽ ます。

霙災学習を通して

c糾宮 越久恵
J,｛ll艮りをしたら、私かこの修学旅行の中で一沿幽；父しみにしていたポー

トピアランドの IHフリー券をもらえないと占・われていた ‘霰災学習’。

始めは 「哀ないように しよう」とばかり名えていたが，地震があった

II 、It•O)）・即秘1」'学校の校長知j：ーの話を1lt1 き ． I似lf｛中学校に被災した人逹 またそこでポラン

ティアをしているItilf｛中学校の止仙心をピデオで見ていくうちに．私はその話と映像に
吸い込まれていったのだ。

限1創 I‘学校は被災者が笛多かった学校で配んされた食柑も被災ど仝Hにはなかな
か行き渡らなかったそうだ。そこでホランティアをして＼ヽた中徒辻は，きっと自分が一

沿最初に食べたかったに辿いない。それでもおなかをすかせた被災どの人逹のために，

ぐ，＇と我授して し Iたのたc それかどんな 1こ ‘r•いことか、今の払には決して分からない。

そして．その牛i,L辻：は．最後まで文付を旦わなかったそうた・0

品をされた几校長先牛は．杜辻も1IIlじような被占を受け．同しような状況になったと
き， き’lとみんなが1n1r丈中学校のIt仙のようにポランティアをするだろうとおっしゃっ

ていた。それは5{l'後かもしれないし， 10年後かもしれない9) そしてそれかいつ起きて

も、この店災学習で‘；とんだこ と．心に残ったことを思い出せるように，ずっと心の中に

銭 しておきたいと思う。
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観劇 〔ミュージカル〕より
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すばらしいの一言

A糾 井上将志

この修学旅行の中で索11,＇iらしいことを一':で，＇iうと， 1＆lll}||)り牛とい
うのは， H本のトソプミュ ージカルということが最初に浮かんでくる。

M I~ S劇場て1度たちは、「美女と1序臥Jを見てきたわけですが，一体
何にそんなに感動したかというと， ii姐l'，だとi史は思います。

上fか野獣に変身する場血があったのですが、沿通，K装を変えるときというのは．
度舞台iぶこいってその後jり替えて研台に出てくる，とiiった）ji去が1・：だと思うe しかし．
この劇団の場合、観客のいる,iりで．一瞬のうちに沿替えてしまうところがすこいと思っ
た。」：．子が'J.f獣に変わる1瞬li}l光か観客に向けられて，舞台か見えなくな...,たすきに変わっ
てしまうというところが索11,'iらしくてよかった。変身と＼ヽう神秘的なfi動を見l iに‘、•I. •9 

ている。 しかも，1/敗客の口の1泊で。

ij.Ij団四令にはこのiiii出のすこさか□ヽI.っていにその I・に． コッフを合わせて，•'rを叫
らし音父を作っているところもすごいと厄いた。20人ぐらいの人が 「を父わらせてコ・J

プでリズムを作る。やっばり20人近くの息かあっていな＼ヽとし＼げな＼ヽ I・にすごい紬iりも
必汲だと思う。

劇団I1呼というトップミュージカルというのは，演：Iiの，i：渡さに紬閃するというJ,J;本
が合わさっててきるIKりなのだと位は思匁まさにII本が11f界に誇れるミュージカルなの

だと僕はそのように感動した。

-̂―-

感 激

A糾 香川龍一

「1(期劇？つまらん田’i．にしたな一ぐ絞て，K-ぜr
友辻とそんな晶をして． 1日[Ii以後0)［J的地でもる，空島にあるM
B S劇場にし‘にしかし， “つまらなし 9" なんてことを＼ヽク）て＼ヽ られ

るのは、殷llがはしまるまでたけたったn 砧か1}flいてからせ！像を絶するぷ1111らしい取りか始
まったのだ。

伐辻も、3年になれは文化祭で演劇かあり少しでも役に,'/つようにとも杓えていた
そこで見たのが簸：・:;の戌lltこ.....,tふ題は． 矢女と野獣：。 •1文 ｀四通のディズニーの映Illiて
見たことかあるものだ ....,fら しかしそれは（文が災Iいてし＼る）召女と『f•獣ではなかったの
た。一岱迎うと思'....,たのは辿力だ。見ていると野獣の怒り））や北しみ｝」なとかどし とし

仏わってきたのだ。そしてそれを際立てて＼ヽるのが「i'や光たった。it.火まて｛史って辿JJ 
を出しているのた。伐辻かする殷Ifに花火まては無FIJだが．できるかぎり竹0)}蚕弱を出し
たりしたし＼。

観劇か終わってからの感息1ふ始まる1iりとば、1にしてし、た、内容としては汗めfり、ん
てしヽるようなしのはかりだへた それは．（文辻たげではなかったはすた ，，ii• もかこ の観
劇で感激したはずたと思った。

伐逹の日税は．あの1郎りの索II,＼らしい所を吸収し 文化祭の成ljをみんなか惑激てきるよ

うなすばらしいものにすることだ それを日指して，｛文辻がてきるかきり0)｛心砂のも0)

を竹りたいです。
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感動の観劇

A糾 上屋敷歌奈子

私が修学旅行て一番感動したのは観劇です。

r及女と野臥．I99ftでも知っている、'iです。もちろん私も私は本で
しか砒んたことはありませんでしたが．内容はだいたい矢IIっていたの

で 「つまらなそうたな」と観るHりは思ってしヽました。観劇の前は．屯rw．に采ったり．
if遥館に行ったりして疲れて＼・たので．私のII[('メ＼はビークに述していたのですが，劇を
観ているうちに，私はII民氣なと忘れていました。

とにかく，，漢もない程観刺は索II,'/らしいもので， どんどん，話にのめり込みました。

割 l述音の参杓にしなさい」とはっていたこ菜を思い出して，よくよく見るとすっ

ごく甜台がしっかりしていて．森の1J1へ行くところや，場所の移り変わるシーンなど，
スムーズにりわれていて．鼻火税は 1つのステージの上の出来’,,なのに．「美女と野獣j

のJII:界に入っていったみたいでした。
発出や踊りをとっても Lっかりしていて，合IIけなんかは． 及山の嵐!1す...,ごくきれい

て，いつまでも1lilいていたい’人＼分でした9
惑動のラストシー／。野村人のひたむきな愛がすっごく泣Itました。どんなになぐられ

ても，なぐり返さないで，ずっと絶え続けている姿が． とても好きでしたo I総女がはっ

だ お前が，，tiかを愛し、愛される,,,があれば。」 というセリフは， iftかを愛する1iで，
俊しし、心を梼つようになれは＇。」 という心味たったんだと思、う。

£ :1]［；-＜ctり::／□□□:|［口1tとこる子悶
ii:火や野獣の辿）］にH倒されたり，II砂かわすギャクのおもしろさ．そして何よりも
激しく踊りながらのきれいな；ij;,:%fムはすへてに感激し．すへてを1翌1放した。

払か一岱心に残った人は，やっぱり野限である。おそろしい11.'fと うれしそうな時，

そしておだやかなlliJ-やさみしそうな時・・・，．．。色々な場血をよ佑や出だけでよさなければ

ならないのだが，それをうまく衣現していたように思う。恐ろしい時の1<↑行は忘れるこ
とかできないほど怖い顔て↑{1jいサitごったのだ。

また， I・：人公の娘かすてきな少女をうま く随じていたのも[ljな的たった。いつも天顔

て歌おうと思うと． きっと大変だろ元そしてみんなでのダンスもすこ＇い追プ）だった 。

色々な仮装，そしてきれいな；；！知みんなか協力してこそ．あのようなすばらしいミュ ー

ジカルになったのだろうと息う。

私たちは今年， i~i戌Ilをするわけたか、 この伐1JUl四千を見習ってみんなで団鈷しそし
て．みんな 1人1人の個性をiliして1g'l'；卜ろうと思うの最後に， 1．KIII可四作のみなさます
てきなミュージカルをありがとうごさし＼ました。これからも頑伽ってくたさい。
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観劇に感激

A糸II 坂下麻衣子

「はぁ。一

終わった時，思わずため．息をつtヽて＼ヽ ました

3月13H私辻は，修‘y:/i術i()）Iつとして．Iりlli・ll四チの ）し女と］’飲）、
を見に行きました。私はそうし1”n¥90)も0)か；I＇ifなので友心と •祁に．

「これより，山本の r新如俎l,！の）jが艮くない？」
とかごってふざけてしヽました。けれど，始まるにつれて4ムはどんどんミュージカルに
はまっていきました。ライトではステージがすこ〈明る＜て，また；；fk出しすこくきれ＼，
てした。化火などの火茉を使ったシー ンではi好き、染しし、(',•；父が流れるシーンでは，こっ
ちも染しい氣分になりました。

一番心に残った1祈は， 2つあって， 1つは野獣の家木の人辻がみんなで踊る1折てず、

こっちも楽し くなってきて「一約に踊れたらなふ」と思うはどでした。 ここで，女の人

がスカートでくるくるi"Iるシーンがあったのだけれど，そこて一部の男了かましめに観
だしたのが笑えました。

もう 1つは，カップを使ったところです。たくさんの人が踊りながらカ・・，プをIIりらす

ところで，はずさないで ITにあていたのに感心しました （‘りたり1iりなんだけとネ，）
最蒻に感激しました'!せ＇ったいに忘れないてしょう！ ！

2カも0:i:：/べ：r;1;~：／〗：；t［：：:〗：力［↓↑
初めて観たミューシカ）レ，1又女と野獣」。 亥わり名())2人がしだいにひかれ合ぅて＼＼ 
くという物，i！i。というこれたけが，初めて1快IIbiを見たときに心に残ったもの。しかし，

今l111もう一度ミュージカルて似て，今まてあらすししか思い！れになかったものか，いく

つかのこ菜や場Lhiで残るも(})がてきた。
その中の一つで， 城内の家米か11 .lfii•ゃポットになりかけのころ．

人間だったことがとんなにヤ：せだったたろう。」

としきりにつぶやし＼ていた場山しこれは人間てあるからこそ， 休が日111てあるからこそ，
＼ヽろ lヽ ろな・・ドができると Lヽ う意味だろうし

店災芹翌そして湖丘活動て阪神人震災のことを学んだこともあり．このミュージカ

ルか店災で心の似を負ってしまった人辻に，

「(111か失デてしまったとしても．生きて動けるということか、｛せなんだ」

ということを訴えてくれているような＇べしかした
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ミュージカル，好きになりました！

A糸II 藤野 由衣

私が今11110)修学旅行で特に印象に残っているのは， ミュージカル，

ディズニーの r矢女と野獣」を鑑虹したことです。私は「災女と野獣I
の話の内容を全部は知りませんでした。そして，わざわざミュージカ

ルで観なくても， し＼つかアニメのピデオでも借りれば・・999と思ってしヽました。しかし，

筵ltし終わった11,'t, Aゞ',1にこのミュージカルを観ることができて以かった， と強く思い
ました。

まず始めにすこ’いと思ったのが，£子がJ砥女によって野獣に変えられてしまうシーン

てす（，• ババパッとすご＼＼店と）tで驚いている間に，次の瞬l]りには，もう上了・は野獣になっ
ていましたV 今， ここで演じているとは思えない辿さ， まるで， テレピ曲i血で観ている
ようでした。このシーンをはじめ，どれも美しい衣装や大迅具，凝った演出，何より役

占の人逹0)約1//らしい梱技で， 1点後まで感動してばかりでした。
IKll場で他のお吝さんに，私逹は何の集団なのかを局ねられ， tii)卜から修学旅行で来た
ことを伝えました。すると相手は，

「修` 芹旅行の巾に， このような観劇を糾み込めるなんて，糸晴らしい。」

と己われました。私もそう思いました。

私逹は次の文化祭で紙展llをします。それを，今'"'鑑1tしたミュージカルのように，人
に何か感動を＇｝えられるものにしたいです 。
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見た，観劇を

"：l1 漆崎拓朗
l3FIの夕）j， 1文はとても迫））のある帖測を見た。 r )辺女と野獣」。 ~)}

めて見た復Iltこうたe 内容は．感動する場面が多か＇）たか それ以 I．に
舞台 卜での油：liに爵いた。

まず1つは化火だった。 ト・ドン」というむからまふしい光が飛び：IIして1ru客を旭 Jノ
し，感動させた。 9史はこの花火を1史ったのにます照いたu
次は削団の人述の踊りにびっくりした。この削0)中には， コ・Iフを追具として使って

踊っていたのだけど， この時の動きがみんな全く1,r]じで， コップをまるでt'l分の体の一

部みたいに使っていた。しかも， タイミング良く。僕は｛u/人か失敗している人かいるの
ではないかと舞台をじっと見ていたが， そこには助け合うという，冠にしかなかったu み

んな 1人がまちがえてしまってもちゃんとカパーしているのだ。僕はこのことにすこ．．＜

感激した。

3年生の文化祭。僕達は9本育館という舞台で 1, 2年生の1iりて劇をする。シナリオや
役決めとかはまだだが，この I美女と ~'f!'\AJ の劇から柑たことを文化祭にし＼カ・したし、と
思う。

最後に，僕はこの劇にあえてとてもうれしく患った。だって．こ0)削は伐心を魁（し，

本当に感動させてくれたのだ。

Thank you Thank you 

0
-

ミュージカルを見て思ったこと

B糸II 吉田一平

佼は，今lnlのミュージカルでは．疲れて裂てしまうかもしれな lヽと
思ってし Iたけれど，哀る余裕もないほどすこ'lヽ ものだった。今まての

劇では見たこともな l‘ような派―f••な演： l ：なとは， ・日見ただけで！郎IjI))

すごさというものを火感できた。建物などのつくりも，（ぬ辻の学校の文化祭てi！うもの
とは比ぺものにならないと思った。途中て見る人を梨しませるために，グラスを使った

油技をしたりして，見ていてほとんどあきないシナリオになっていたと思った。そのい

ろいろな人物が登場して，いろいろな個性を持っていた。どういうことかというと、t(1i

い野獣の心の変化や，小さい了供がりたけでしゃぺって相手を鐙かせたり、タンスの格

好をした人がU分の体（タンス）から1lliを出してきて． じのことを思い出したりしてい＇
て， 1人 1人の打在を弥くア ピールしていたと思う。そうすることによって，このミ ュー

ジカルの独特の文化やlit界か広がって，見る人を楽しませてくれたんだと思った。

今日のミュージカルは．絶対に誰が見ても何か 1つは今後役立つことが見つかると思

う。だから， このミュージカルはたくさんの人から文拉されてlIると思った。僕辻（ふ

今年のIO月に，i紺削をするけれと＇，今 1111見たミュージカルをまては， ほど辿いとしても，
相手に1'］分辻がi[1]を伝えたらlIい(})か，と＼ヽうことか仏わるような，LUI廊ljかてきたらlIlヽ
なと思った。
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C
で一

ビバ・ミュージカル

B糸II 林 泰平

紋初にチケットを配られたときに，値段の11,0001リと占いてあるの

を見て，窮き，また怒り，そしてあきれた。なぜミュージカルにごと

き（すいません）に11,00()1リも払わなければならないのかと思った。

だれかが，

渾j見ないからお金返してul
とこうていたv 僕もそっ思ったぃでもそんなことはできそうもないので，こうなったら

11,000円分を見で屈・ってやろうと1俎き1且って斗えずに見ることにした。

ところが，見てみるととても感激したu まず，スケールというかセットの人きさにびっ

くりしたり次に動きにi格し＼た。見た人しかわからなし、1itごと思うけれど，あの店酒尻で
のコソプをカチンカチンしたのにはすごいと思った。 1111りを見ると私ている人がいたの
で，i99［ともったいないことをするのたろうと思って匁JW)に起こしてあげた0,；』のスト ー
リーとかはディズニーと一粘だったけれども，やっばり］!,()()()1’1の(dlil直はあるミュージ
カルだった。

そうh酎11.に見られるイ泊段ではなし、から， 修学旅iiで見と＼ヽ てJ・・・解たったと思う。他の
人はどうか分からないけれど， この修学旅行で一番おもしろかったのはこの観劇を見た

ことだと思う。 3年生になったら，辿むゃ油痕llなどもあるので，それらの参杓になるよ
うにしっかりと口に焼きつけておきたいと思う。

o-

感激した観劇

B糸ll 高島雄一

3月13Hの修学旅iiI日日の仮人阪で劇団四牛の観劇，「美女と
野限」を見た。そこでは，今まで見たことのないものがあった。激し

い1尺I光から現れた1娯女．そして光とともに男が野獣の姿になる場面で

は，＼ヽつ姿が変わったのかかわからなかった。そしで爆＄が場内に特く。僕は哀てしま

うのではないかと思ったのたがその立で哀てしまうどころではなかった。その他に，

歌やダンスをしたりしてどんどん；来しlI屈開になっていった。お城や，村の家などは良

くできており．風娯とぴったりとマッチしていた。その製作費は， tヽ くらかかったかは

知らないか，とても多くの金を使って作ったのたと思う。

場内ては，ちょっとしたサービスをしてくれるV トイレに行く人の足元を小さなうイ

トて係の人が照らしてく れるのだ。今までこのようなことはなかった。 1ifllIたことなの
たか，この 矢女と野獣」は約18カ月ぐら lヽ 公演するとかu だから1il)l1たあの大きな声

を加Ill¥していると思うと， さすかたなと思ってしまう。

この観郎）て見て思ったことはたくさんある。その中で沿思ったことは， !Itの1|lいろ
l ヽろなものがあると l ヽうこと，今まて見たことのないもの， •Ii真でいろいろなものを）こ

際に見たときの新虹な感しかすごく＼ヽいなと感したe この観IKIlを通してbっといろいろ

なものを見たし＼と見いたc
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美女と野獣とその仲間達の愛

B糸II 三井沙織

災女と野臥＂ 。私は，崩lj[lj四予によるフロミュージカルを見た。

1人 ］人の感枯がわかりやすく ．性格が出ていて．とてもおもしろかっ

た。休憩を含め211！郎l‘r．私の頭には削のことしかなかったnl成の1:

の野臥の心の移り変わり，｛｛し（史＼ヽのii動．町のへんな以ババの研究失敗のオンペレー

ド｀とれもが私を梨しませてくれた。最祈の技術を使った）噸迅只．なによりも．Iiiii女を

する 1人1人の版技））に挽かされた 惑桔というものてはiくせないものを， ik令体をi史と
てJ湧現し．私逹に仏えてくれた、演技とは思えなし、ほとのIJ然さ．ちょっとしたお各ヘ

の心追いがより払逹0)心をひきつけたのたろうと思う それに．iiiij文れの小さなしく

さが私辻！こ時間を忘れさせたのたろうと思う 払辻はこれから 3り．化になり，文化祭

でi演戌llをしなければならなlヽ。 小‘1,1にできるのかすこく心配になった。後約7カllて．

何から何まで自分逸でつくっていかなけばならないiiilJ~lj, l~lj団［叫千のような研l~ljはてき

ないと思う it れと．，． 払心にてきる＇l;を出しきれるようなすばらしいiiiil~IIかできれば最

五だと思う。すばらし＼峨刺をするには、仲間の協力が必要たと思うr 時にはふつかり

合いもあると思うけれど．収iiiKIIをよくしていくためにそれも大UJだと忠う そういうこ

とを釆り越えていけは． きっと良い泊脚lかてきると息います、今はまた．（ltiをするから
決まって＼、な＼ヽ けど．今'"'の観I訓を無！1;1;にしな tヽ ような刺にしたし＼・

』と珀i：ィ：口〗:〗り)；：;〗；／〗：〗［〗、l[)；[
咲女と判'•獣＂は． 1iりにヒデオて見たことか{991度かあり， ストーリー／人間や1別の1|lて

使われていた効果には見＇ i1え．Il}lき此えかあ 9)たものの．すごく新鮮味のあるものてし

た。 1人1人の油技かすばらしいのはもちろん．I寸l員みなさんの息かピ／タ リオl..,-C,・、
る'liかとてらすこ』しヽことだと息＼、よす、、その時．私の頭の1|iを附I；約1,0)教，JIIかふ-'と1l¥'！

ぎりま した" I 人 1 人かし 、）かりしてし、なし、と 1 つのすは~らし＼ ヽ らのはつくれな＼ヽし ．

たとえ 1つのものかてきたとしても｀ 1 人 1 人かし、い}Jll1l~てあればすはら し ＼＼ら())は

作れなしヽ ・・・・・'o 劇lL・JllJり千0)）」々 し あのすばらしし、f~IIを作り 1：けるまての，’i，う］と ． I，1分
[J身を作り I：げてきた努力は．すこ＼、も0)であったはずだし．附II,,1:_ t,また．そ(})よ→

な教，illIO)中で 1]分を成l~させ，仲間と分かり合し‘. （"［かにlfXり糸llんてきた だから私

も・・・• ・ •。

この1匂l[、J]I叫牛による“天女と野限'(i[Jや耳を 1分すぎるほど交しませてくれたうえ

に，私に人切な‘Iiを教えてくれたり、1↓I,¥、i1,1i栄し，も(!)となった，）

.foll! 「I.」I.• 関{I 1 91 
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観劇から学んだこと

B糾 片岡万実枝

最初はあまり楽しみではなかった観劇。 「美女と野獣」 は， ディズ

ニーのアニメでピデオを見たことがあったからだ。

刺場について見ると、客はi,i：J員だった。予想とは迩っていた。私の
1,tは通路側だったので見やすかった。

劇か始まると，いきなり真っ賠にな...,ナこ。すると）総．女がI¥人になって化火がちったり

した。すごい{L掛けだ。他にもいろんな l：大かあった。例えば．賠い森の場面では，黒

いすける索材の布をたらしてあったり．ろうそくの衣装の部分から火が出てきたり。と

にかくたくさんの l．．火虹．があ...,↑こ。 また， セットも栄培だった。

そして{u/よりもすばらしかったのは，演技をしていた人逹だと思う。ます歌がうまい。

どんなに動いていても出見がはずれてなかったし，とてもいい声だった。そしてこ菜を

ハキハキとこって＼ヽた。吝／畠に(99Jをごっているのかがよく伝わっていた。

私逹は3年生になると，文化祭で演劇をする。今までの先fii逹を見ていると．紺年よ
りすばらしい劇を見せてくれる。だから払述も前よりもすばらしい劇を作っていかなけ

ればいけないと思う。そのためには大阪で見たのを生かすことが大切だ。これは私逹に

は見えない努J)かあったのたと思う。

文化祭まであと平年あるr 長いようであっという間に過きていってしまうと思う。そ

の時間を 1分に使って．いいiiUlKIlを作りたい。

A ;のn:：；レJ：:;：1へ界て；：：；：〗：望：：；；;;子：の
歌って踊ってiiULている。修‘闘：旅行の IH口，私はすこ＾＜圧倒されるものに出会った。
初め，私は人形が：：lkを歌って＼ヽるのかと思った。なせなら．マイクをつけていてもあ
んなに人きくきれいな出が出ないと思ーたからと」：了・が一瞬にして野獣に変わったから

たうた＜，びっくりした。光や凸ゃ＼ヽろいろなものが1」の1iりで飛び父って．歌や踊りやし 9

ろし、ろなものが綬り広げられて• • …·すこ＼ヽと思った。舞台のセットもすごいと思った。

キャラクターが歩くたびに後ろのセットが動くのも 1：人していると思ったし，キャラク

ターが（例えばペルならベルI7身に）なりきっていると＼ヽうのもすこ＾いことだと思った。
私は．この劇によって 3年生てやる抑制で919Jができるが必要か学んだ気かする。そ

れは， n分が油じるキャうクターになりきること，みんなに楽しんでもらうように 1-．夫
することそしてみんなて協力して•生懸命がんばること。この巖1」を 1iJ.1て感動した人は

きっといっばしヽいると思うけど． 私も炉I•生にな...,たら． 絶対に白分て油じて． みんな

に交しんでもらうような炭11をやってみたいと，心からそう思った。本‘りにいい休験をし

たと思う99
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よ
一生忘れないです ～劇団四季～

励 1 日下あかり

さすが， H本と呼はれる 1~111、JI!'呼 てした。付さんやはり bう
お1.fて……だからあんなに感動してしまうんて寸，n ,i叫かできな
きゃならなし＼しftb 1. f••てなけれにグメて1ー そLてi,・iりL・・・・・・

}｝］めのがこ．ペルと町0)人辻か出てさますか．竹ヽんとればどik11された0)-．r しょう
か？想像もつきません。ステーシの1|l心部は最も視線か集中するのてもちろんのこと，
ステージのIヽ1,j~淵の人や仕物(})巾の人まて 1 つのむ；9：に合わせて歌い．動（午をして＼、ますし
そして． ステージいっはいに動きllIlる町の人辻のliilをぬって．ヘルは1,t,jf．こ4Jをよえて
スタスクと少くのです ／））しでもタイミノグかすれたら他のキャストとふつかって')、1枚
してしまう。その一ルが少しでも必れたら……）、りサてすか．私はそう息＼ヽ，｝した
その役になりきる l 。これはとても難しくて， 消沿に人切な’jiたと、＇1'・し、t•I• , 

たとえi19Iの役てあろうと．，f1川の 1つ 1つからス+―.ン(;＇）、9ゲIlll'<＼かtil‘I;さ).l. l. w)  
削を作ってしくのです そう．すこくtし11か＼、J,}ji‘1まて 歩きJJ.（I:{,‘1. Kihの変：パ）｝J・
劫き）J…•••この人はとう＼ヽう人なのたろうと杓えなし、と分かりま Uん、それに：：｝）；し、bた，
てそうです。シナリオを，＇凡ヽた人はこの人をどのよう t；位凶に占めたかった(})t・ろう…．．．
ぶりに，とんなにチっイ役てもこれは人UJたと見しし、，tす メイン t・ャストたけてやJ点を
fl・って＼ヽくのてはな＼ヽ0)てす。I矢女とl’f円ふてしたふ町の人や城の臼盆：Jl. それた
けてはないてす。大迅t\ • 小必具仝休ん合わせて進ij し K'；をl~I しるので九， ヽ1,1 たり 1Fi
のようですか，今阿の観刺て私はこれを強く感じました。

ではも‘)と必しい話池にLましょう 1訓を観た後に 「どの役か・笛良かったの・・,J と
llflかれたとしたら，どう各えます？fLtこったら りし：ェール -9て答えます ルミェー
ルは燭台てす 両手と珀を同じぐらし）0），凋さに l．けると灼燭台だ，てことがわかりま
す。結枯おしゃぺりて，恐ろしし、 l)、l'i・}状にし力’人しんfl,)―こ心見を，；＼ヽ ます。fJ↓Lみや
すしヽ し．011、M了占て．｛｛｛如の長コッグスワースよりし）、久かあるんしゃなし、かと．叫ヽま
す｀それに侵L＼ヽ、しの卜’iちlて` “（如）1|てはクsかセぢt、人物でれ ，1しII団四1,JのHI
Kさんらし＼ヽ d)てすか．ヒテオのル：エールらしさを保ったま1.それでし、て191分；，
しさも1|iしてし＼たのてはないてしょうか，；
ペルは． 111し分なくやりこなしてし、たと見1.しヽ ますれ 'J'f•獣も 1hiI’I し、ところかあ “’-C,
成々Lさ・心のせつなさなと£}＜現するのかJ-.TてLた， コ，グスワースは． ルミエー
ルと，ふして＼ヽるところか良かったてすし， ミセス ・ポットは1段かみがでていたように思
います。

もし 沿嫌いなキャストは？」とIUIかれたらfムは、心公込んてこう口うてし，t.:）u
せ入―ったい，ガストン！！ もうカストンはすへてにおいて）ヽ嫌いてすし L.l分0)f.I！伍
はかりを迎ヽ求めているあまり， t1lfの＇ぺ凶ちか↑ hってやれなくなってしまっています
カストン）•¥ヽう人物は様し、たけど，役んゃってし＼た））はスづイぢ．t,と1烈敬して＼ヽるんて
す，1又血なせ，て．，ntらしし、iii払｝Jてしたからね
もう裕わりに近丸、てさたみたし9-C.t・叫私 削I•JII’り令, U) 1• J~lj:_ と野出を •·t
忘れなし、でれまた観たし、C それから． え‘t祭0)i.iし1\‘llを成功こせるためにし i文 •ヽLたセ
てl(iきたし、一こす！
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夢の時間

虹11 山口真紀

私は， 1 H Uに似た ・美女と野猷＂の観）灼 lにつしヽて占こうと思う。
炒のIIが間1なんというくさい逍名をつけてしまったが， まさに炒の
ようなデC感じなほどすこ＇かった(, 4ぺ‘りにL」が離せなかった。舞台は

すみからすみまて索敵で．と＇こをみればいいのか分からなくなるくらいに本 ‘',1に本当に

糸敵てした。 11.0001リの(IIIii直はある ってみんな』....,ていたけれどそのとおり。ねてた人
もいたけれど，すごくもったいないって感じた。私なんか1匪9紺に襲われたのは一度もな

かったよ，

私は， ピデオで(11度も ＂又女と野歌＂を見た ’liがあるけれど，何回見てもあきないく
らいおもしろい。てもヒデオよりもっともっと，ずっとずっとすごかった。歌もセット

も辿力があるし しかけとかものすごくて拶みたいって感じだった。すごく索敵で1サ界

中のみんなに見せた＼ヽくらい。「どこが 1番よかった？」て旧lかれてもこまる。「全部」っ
て答えちゃう。でもその中でも……って＼ヽうなら，ディナーのIIかかな• • •…。ナイフやフォ ー

ク．塩とか本‘'1にいろいろなものが出てきてキレイ。
て，/~初のJ」の距名の，］』に戻るけと，本‘りに拶。多i ってあっという間に終わる， 5 時
間以 l*．は哀てるのに…・心！災女と野獣」も3時間ぐら＼ヽがあっとしヽう間に終わってし
まった。やっぱり汲ちゃった人，もったいないよ0 11,0001ijっていうお金の問迎じゃな
くて， あんなに糸敵なものを見逃しちゃって・・・・・っていうので。とにかく吸い収れるも

のは仝部吸い取れって1iで． 3年の級劇に生かそうと思う。

q
 

勇気，パワー

B糸II 古市恵理

即切lってあんなにすこ＇いものたとは思わなかった c'KIll;tl四千の観劇
I又女と野猷」を見るまては・・・・・・。本‘1,1にすごい迫））でー場面， ・場

血ドキドキしながら見てし＼た。＼ヽろいろアトラクションがあり， ピ・J

クリさせられたところもあった。私は，ディズニーは人好きで，映I制とか見ても刃氣を

りえられたりする。「天女とり悧’此を映画でなく、 ミュージカルとして楽しむと，映11bj

では味わえない，感動と楽しさかある。歌や踊りを実際且とLlで聞ける，見られる。
刺団l'り乍を見るのは， i以初から［紅白くないものだと思っていた。劇場に向かうバスの
中でも皆媒そうだった。 fねむっちゃうかも。」とこう出も1りにえた。 しかし，上映にな

ると，ヤヤ哀るIll見もなかったように思う。 llktこくても眼れなかったのてはないだろうか。

それはどすごいものだった。！1iiiiiして＼ヽ る人述は， どのようにして演しているのか知り

たかった。 1人て歌い踊り，多数の客の日の面で脚沿していた。払もこの劇Hl四みのミ ュー
ジカルを見て，勇氣やl]I，： ・パワーをもらって帰・ってきたと思う。また，感動を'jえら

1 Lた
こ0)）i¥llIJIl叫千の特さん0)ように， 1，ヽきいきと、ほしく．見てもらう人辻に 1すごい」な

とと「1像を阻くりえられるような辿心を‘'?11・・・全体で協力し成功させたし＼と思う，

とてし、父Lし＼血1'1,ヽ（I各学旅iiでした。
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11,000円とひきかえに…！？

13糸II 吉田真理子

修学旅行で私0)心に残ったも0)0)1つに観殷lj(}）鑑且かありました。

これは劇団四牛の 芙女と1府氏でしたV I H日のパスの中。入場の

ための券をもらい，ふと見るとなんとそれは，SJ,'i’』-11,0001りてした

それを見た時私は心の中で 「つつへ。11,00011！の｛1llif直がある0)か見てやろうしゃないc_

と，粘構ケンカごしでした。そしてその約1時1if]後．nniiii。それはミューシカルでした．9

すぐに休憩になってしまいました。私は炒中になっていて，防かたつのを忘れて＼ヽたか

のようでした。とにかくセットが美し く，歌出がすばらし＼，。そして辿））もある。休憩

後の約 1時間もすぐたってしましヽました。 番心に残った坦I[lii.i. ］’f臥か人1り］ピースト
に戻る場血てした。ピカッと光ってよくわからないうちに野！視は人間に戻デC¥、ました

しかも'I I iに浮いて。 II杖を脱いた様了•もありません。 どうや って変身（ ＇））したのか私は

いまたに分かりません。でもそれはあの1伎ljl:1]四令かどれたけすばらしいかを}<してしヽる

のでしょう。

このミュージカルは今まて見たものの中で， •笛すばらしかったと思．＼ヽます。 そして

伯段も今までで一番だったと思＼ヽます。しかし，本‘りにおもしろかったのてすくキラキ

ラと踊る様fがJli勾裏に焼きついています。本‘',1にステキですばらしくておもしろいミュー
ジカルでした。そして私はこれを11,0001リとりlきかえにしました。
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プロの観劇

c糾針 原克宜

観劇が始まるe 「1分の体かそう惑じると．体が観刺にくぎづけになっ

たしガス トンとペルカ・・ディズニーて見たものとそっくりでまたくぎ

づけになった， i飯技はすへてオーバーアクションで分かりやすく，見

やすかった。野臥が．位に性格が変わり，糸111」：になろうと）u＇I’}kるところがたのしいところ
だった。紋後())ヘルとガス 1ン())k-1決がちょっと人げさだったけと．．， 凸ーが迫｝）があ・ノた

からなかなかのすごさだった。迩l|l，ペルが伎食を食べようとしたとき，Mrs.ポソト

がt)lU)にしてみんなでパーティ ーみたしなことをして， とってもすこ~いダンスや歌は感

激しました。でも，その後でペルがおなかし 1っばし 1にな、，たと ，＿iったときに，いつ食ペ

たのか小思議になった。｛文の柚に小さし・（仇たちか見てllて，拙のおl:j:さんにいろんな

人のこ菜の意味を聞いてうるさいときがあった。ヘルのお父さんの允り］がイ本なんだっ

たのか分からなかったり最後，みんなか）しの姿にもどり， ＇：かせになってとってもよい惑

激たったと思った。見終わってから友辻数人と，；』をしていて．文化祭はもっとすごいも

のにしようと思ったu 演：I',の人ゃ！！せり1むとかとてもうまくくてさすがプロだと思いまし

た，i以後に． 番i辺）Jに出てきた1経法使いの人が1総法を使ったとき．すごくひしつくりし

た"あれがきっと， I以後までlり11、りさせたのだと思う。

美女と野獣を見て

c糾戸 塚有沙
I H 日(})仮，私たちは1 1 ,0001 りもするような/,~,;で “美女と野獣'’

を見にりきました。本‘'1のところ，「もうちょっと安い説でいいのに。」
という感しでしたが，始まった1瞬間，私の日はくぎつけてした。 “美

女と野獣＂はII央11bjで 炭見たことがあり， ストーリーは知っています。けれと，かなり

0）ス，， ールの人き＼、ものなので， ＇美女と野視’'はこんな小さなステージてiぐすことは
てきな lヽだろうと‘|＇ぷ ‘|'疑だったのです。けれと‘・， それは大lil迫＼ヽでした。まるで映llfii

の1|Iにあったものが， そっくりそのまま出てきたようなものだったのです。それからは，

あの場(Oはどうよ坦Lてくれる(})だろうとウキウキしながら＂ることがてきました。特
に， 1：人公の 「ペル」がディナーパーティーで交しい時を過こすところは，期待以 Kの

もので，思わず-すこ玉い と出をもらしてしまいました。私はこれほどまて．見入っ

てしまうようなものたとは思ってもし、なかったので， 11,0001りのiilii値は 卜分あったなぁ

と後でしみじみ感じました。また，観/~lj中に碩を動かすtiりの人に1似を立てた自分かちょっ

とうれしカ・ったです。

私は， この演）~ljを見て，本‘りに感動しました，， 映lihi0)巾にあるいろんなものを，： こん

な小さなステージにもってくるのてすから そして．見 jiに．それそれの役をやりこな

したり逹は．糸II,]らし＼ヽ てす また．機会かあれ［；＇． せし‘見たし、と忠いましたv
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2つの世界

C組 野尻千 品

大きな旗をもった人間に連れてこられたのは． 「M I ~ S郎l場」と，り
かれたI,:・人なピルの前tこ'...,た。
「ここはどこだろう，：今からここて何をするのだろう

即 11が分からずウロウロしている伐たちを人間は1KIjIりの中に辿れて入ると， iliてii...,
てしまった。僕は[i]りを見［11 1 して兄た。 '~II らない人佑lばかりがりりを11\’i 切り ． 1iりきなれな
い方言でふ浜を父わしている。人きなホールに前には．ステージらしきらのか，没i対して
あった。

「今からあのステージのJ．．で何か起きるのたろう。 I

少し腿岱匁味の佼たちの耳にけたたましいサイレンか1ifにえてきたと息うと．（もたち
の日の前にもう 1 つの世界か映し出された。 その 111.界はどの 1仕界よりも『I· く品がl1~l)fj し
ていった。野獣と少女ヘルとの出会い．ベルと父との別れ．そして,1ma.そのIII・界は伐
たちにまばたきする余裕さえりえてくれなかった。というよりか．まばたきするのがらぅ

たいないくらいだった。やがてそのIII：界はクライマックスを,;,)かえ．ペルと野凩が恋に
浴ちた。すると2'f臥はかけられていた）総法かとけて人l}りとな...,}こ。そしてうストをIhjか
ぇ， IIIIilhiに俗が1洛りた。
拶のようだった。伐たちの住んでいるIIl界とは比ぺものにならないぐらいi占純ですかす
がしいものたった。映し出されたiIt界を見ていて何度あの場所に1iきたし、．と思ったこし
だろう。しかし．無刑な，泊た。たからあのIIt界の人間のように何ボも柏加ってみよう

）̂：／□□6る0)；：t;][［ロロ］；戸＇：＼；旦
「フワァ～」

私は会場でカパのように11をllflけてし、にあれだけ閃に，；われたl~lj も ii,rE_)位にはIIがてる

わけな＼ヽ tころう勺 とそうして＼ヽる内に．会場内は11iiくなった お各かざわっさ開
台は始まりを侶げたc 突然私は何かにとりつかれたように． 入女と附覗、 I))il咽にと ・— ,

ぶりはまってしまったのである。あの l．人公ベルの入し＼、占軽やかに弾むステ 17は
私の心も踊らせた。たんたん払のこぶしの中も閲允とともに．i卜はんでいる0)が分かぅ
たO'fムはいつ頃からか紺i)KI／と＼ヽ うものに典II未を拉って＼ヽ fふ小5.6のII!fLiiii1§lli‘;1；て，
とりあえず自分の役になりきるため鋭とにらめへこしていたのを今でも＇此えている r

-ワ -;-~o パチパチバチペチベチベチハ°チバ九」

と沿かおりたとたん会場,1,粋いていた。私はもう1政，（：jの料即をお胆いっばい食べた父し分
たった。私はこのii⑲lでたくさんの｝姓打をみつぬまた191分h/'1：れにそれは感動とい
ぅ愕き―—。 きっと私逹の演IKIIを多くの人々の｝ふ'iを肌て感し．熟い感動を仏えるのて

瑠依

あろう。
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ポートピアランド

A組厚 富博

修学旅ii3H且店災学習も終わり` •番来しみにしてし、た時がやぅ

てきた。楽しみをとっておくのは．いいことたと実感したり僕が一番

最初に見つけたのは，たまごっちが‘りたるという， ll11ITIリのくし引

きだった。やろうと思ったが，そのときはしなかった。今思えば， ウソくさかったし．

1阿千円もかけてやったけど，バカみたいたったと後術している。

僕は坪l勺社， ll泰ILIn,1|II lB, 1hlim．岡n. などと行動をともにした。絶llifマシー

ソを巾心に同っていくことにした｛笈らは． ジェソトコ ースター系は釆りつくし．船かふ

りまわされるヤッとか．おばけ圧敷などもtヽ きつくしたしただ， IKI'ーパンンーたけは［

らなかった。藤IIIUは，乗ったらしいけど，？

そのあとは，おみやげや．ゲームのところてスキーのシュミレーションケームや1、イ

クのレースゲームでみんなと対戦した。｛文は2位だった。ゲームか終わったあと，たま

ごっち口叫てに干円でくじを引きに坪内じと行った。はずれはなく， 5位まであり，特
}）1]'Itにたまこ9っちがあるといったぐあいで，i文は粘局， 5位のテトラーというテ 1、リス
ゃビコ・ノンができる小さなケしームしかあたらなかった。まぁし、ろいろあり、健康で仲よ

く，小学校の時の修学旅行にひってきするくらいのいや，それ以 卜の修学旅行だったと

思った。これから何を梨しみに学校生活をして＼ヽけばしヽいのかと思ったくらしヽt品

修学旅行で得たこと

A組 玉井利恵子

小学校生活のメインイペントともいえる修学J面）・.0本‘1,1に楽しい旅

i iたった。もちろんJ又省、＇•ビは色々あるけとそれ以 1こに満足できた部分

の方か多い。

茨女と野獣”のミュージカルは，今でも頚0)中に場面が浮かんでくるし，fJ乱赴活動て

使った交通機関や訪I!！l先で学んだことは，今後いかすことができる。震災学習での血I‘1

い講義や．）J保1l)，ポートピアランドなどでつくったtヤとの思しヽ ては、忘れることはなし＼
と思う。どれたけ(ll1if直があるか分からなしヽけど．プラスになった。

今1111.私は時間にできるだけ気をつけようと見I，った。けれと“.'；と全に時間を寸ること
はできなかった。学年間、9/：などの団体jj動の中ての規lilj迎9又はたった 1人ても全員及

び，filf・にも迷惑かかかる。それを忘れてtヽ たことが少なくなかった。
修学旅行を終えて，仏心は成長していなければならない。又，学んだことをいかして

いく こともしなければならない。あまり ホッ とするI：りもないうちに最，＇，9:浮 年としての

臼立を高めてtヽ かなくてはならなし＼。修学旅行を終えてみたものの， また何も終わ..,て

いないことに気付いた。又，、必行委員の人逹に任せっきりたったり，協力してもらう形

たった1f1iも多かっt臼いい意味で，もっと独立できるようになりたいと思う。それにし
ても， もっともっと遊びたかったなぁ。
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私の修学旅行

A#ll 前田ちひろ

“修‘f:／糸ii" とは学I:ilを（I~める旅行，つまり学ぶための旅行です。

そんな小で．私かfJつて来た人阪 ・ 神戸の作｀f：旅行とは•体どんなも

リ）だっのか 1Lか）汎阪 ・神戸て杓えたこと．吸収したこと．そしてみ

んなの中で学んだことは・・・9

J 11「Iー。
ilift(}）H.たくさんの先生）投 私たちは大阪へ向かいました。そして人：

阪にj_-ljflv I l::l口のメイン。口うまてもな<ii.ii序LJの父女と野｝り、 13でこえば辿プ）のす

こさ I測i枝しているみなさんとてもパワフル， グイナミソク． しかし紙細な心の表現を

しっかりと払たちにし、えていたと．IJ_I,う。それだけてなくliit女している公ては！！（りリ1.1r以
の移動などみんな(}))jを1つにしてこれだけ(})itii)じll。

2 1ilj-

991れlfti,rAl) また店災の似tがか残っておりここはやはりあの神戸だと思った 阪神人霰

災， tl|l}i(}）人にと-)ては耳をふささl~-1ざしてしまいたい様な愕きなのたろうか。神戸の

人たらに1妥Lてそうは感じなかった。決して忘れないけど思いIliさない人震災。複眺を

U悦として生きていく． そんなオーうが神戸の人たちから出ていたように思う。

佗学旅ifて先生に何度もしかられにいやなこともあった てもやっばり條学旅行，

交しし‘•思い出ばかり残っている。

-̂

修学旅行は行けなかったが…

A糸l［ 前田代弘

伐は，｛I各学旅1iには行けなかった。それはかぜをひ＼ヽてしまったか

らだ。しかし岱学旅行まて(1)9tt位］はけっこうはりきってやっていた

なせなら， くらしのサポートという尖慟且に人ったからた くらしの

サポートの火働且ては，ホテルの人へのお礼やホテル内での（女のみまわりなどといろい

ろあ..,たか．i文にはそのようなことは関係はないリだがそれまての準りjjはしつこいよう

だかit...,こう白分の中てはがんはったと思っている｀

もう 1つ， J：J介祈動の）jては，ちょっといけなかったことかかなしい，あの神戸にあ

る沢人舵や，布名なお栄f困（別に食べたしヽわげではなしヽ）などにtiったりすることた。

他のHf0)人はどうた 99たろうか 及しかったのだろうかJ まあそれはそれて＼ヽいと思う

かてもなんてし、ってら l恥かとうかは分からな＼、か悲しか たこととし、えは観f¥'11と，

買し、t，0)と，他の人とかと粘にいたりすることたったと思．ぅ， t賊11は天女と野獣かあっ

た1j ）ヽこ う(i名なり）てみたかった，買tヽも0)は， /1111iゃ人阪0)ものをかし＼たかったし反

辻とu..,,r,をLたり迫んたりてさたのでiiけなかぅたことはかなしくさみLかった，と

もかく ．條学旅ijへij Itなかったのは岐念tこったu'tどそれまての4:(iiiぢどは・灰Lかっ

たし． itっこうなやりか＼ヽかあぅてよかった＜，ても修学旅1J ！こ9よi［きたか°)たよ・・・・・・C
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空を飛ぶ

B糾 中 田 幸男

伐は3H口の追園地て，クリフハンガーと＼ う`， iiiつりになって

地上30MのところでロープIJJって飛ぶというのをやった。佼は30Mの
ところへiiくまでに，死ぬんしゃなし、かとか 1|：きて帰れるんだろう

か， とか杓えた。 ドの人が，

「スリ ー， ツー， ワン。」

とカウントをとりはじめた。そしで 1岱イ1(}）文村召がローフを切へた 少しiliにうし，
た。と＼ヽうか沿ちた。そしてすぐにすごく辿いスピートて飛んたし

「うわー。うおー。夕じぬー。」

みんなさけんだ。すごいスピードだった。＾度は後ろむきのまま治ちtらやっととまっ
たら足がガクガクだった。でもすごいおもしろかった。いっしょに采った3人の心の1|J

に何かがおきた。そのとたん，3人はまた飛ぽうとした。2人を追づれにして。その名
も林刀＆‘女Ill召。 2人を連れて1,0001りはらってまた釆ろうとしたu そしてまたiliにつ

られていった。 2I父口は少し洛ち杓いたけれどやっぱりこわかった。
その17で，その他に6つか7つくらいのマシーンに東ったItれとも， このクリフハン

ガーはどこわくばなかった。このクリフハンガーの力はすごし、と思った。そして，b，.) 
］度乗りたいとすさましく思った。
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新神戸オリエンタルホテル

c糾 坂井誠吾

少し1iiiテレピで '!IOTEし」というドラマが放送されていた1iがあ

る。今しまだひょっとしたらどこかの局で放送されているのかもしれ

ないか自分の知る限り今はもう］）妬苫されていない。気付いたら終わっ

ていた。というかんしのドラマたっに初めてそれを見たのは確か4呼：3年生位の頃tこっ
たろう。内容があまりにくさくてドラマのI);ii午名（またはシナリオライター）の顔をお

がんでみたくなった'liをよく此えて＼ヽ る。 I：人公の一‘ドというホテルマンがiHi[l客との

トラプルをとおして人間としてもホテルマンとしても成長していく様了を描いた（と自

分は思っている）かなり［と期にわたって放送されていたドラマだった。紺回見ていたわ

けではないが，ふと気付いて見る）笈ごとにじ人公の一‘l1が出世していて， ii,ri貨とがかわっ

て＼＼たのは血白かった。現夷にあんなトラプル続きのホテルがあったらほぼ問迩いなく

つぶれていただろうが，そこもまた現実雌れした物語がドラマたるゆえんで梨しかった。

杓えてみれは日分はこのドうマを見てからすっとそういう）ゞきなホテルというものに

あこかれていたらしい。今まで店泊した1i(}）ある1所といえはlviれかけの旅館か，友人知
人の’求ぐらいたうたため •炭くらいそういうホテルマンのサービスを受けてみたいと思っ

ていたのだ。が、オりエンクルホテルにとまってみて分かった。[i分にこういうのは性

にあわなしヽようた。でも，非常に勉り虹になったと思うc

C
-

修学旅行を振り返って

c糾 寺井美裕
U分は lH日0)伎c3 11「I(}）・Jiはあまり知らないが， 2 I I LJに対し

ては化丸をつけれるこ思う。アボJ収りや l<ig:｛贔iなど苫労しただけあっ

て[J分の思っていたよりすっとよいものになうたと忠う。似初神戸にむtヽ た時は思いも

よらないアクシテフトにいきなりぶつかったか．みんなで）］を合わせて通りぬけた1Jや，

先生）jにIll)いた1iはすこた</1:．々 しく， あらためて阪神）ゞ虞災のすごさや、街を直そうと

する神戸の人辻のすごさがわかったと息う。

またホテルヘiiって， 31--l口のポートビアランド．応災学習に1fく時哀こんでいた佼

に友人の 1人が rこれ飲めよっu とジュースをi.,fって米てくれたのかすごくうれしか,,

たu 僕は修学旅iiに1」ーってLヽ ろんなLjfを学んたと思うし，．h,｝って米てから学ふ'’!iもある

と思うu

伐は3月のこ(})3HI:！）を付匁JIこ｛史ってi［こうと息う。もし今後も神戸やその他の）折

へ旅をしたりしたら，迩びもする1ナと＇，その 1：地の＇れにつし＇ても ，学んで＼ヽこうと思う。
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ジェ ットコースターと私

C糸l1 膏山紘子

修学旅ii• 3 1-I目。ポートピアランドにiiった。パスの中から人きな
観屈liか見えてきた。 払の反心は比校的ジェソトコ ー スター類は‘l;•氣

な人逹だ..,t.:..。l111転のあるジェノトコースターを見て，うれしそうに
しゃぺってしヽ fふそれにこのポートピアラントにはジェ，Iトコ ースターか3つもあうた。

ジェットコースターが；,','Tな仏にはあまり；9:しみには息えなかった99 .i狙固地の人l)| Iて
フリーパス券をもらった。その後，；Lを1lfI¥，て紹散になうた。

「最切，何処行く？」

「ジェッ トコースターに決ま ってるよ！」

私逹はよって、そこに行った。私の友逹はみんな染しそうな頻をしていた。てbil:」I'lこう
て私は心の中で怖いよう．）J丈大かなぁとか思っていた。列に並んでいるとジェットコー

スターか入って来た。“ガタン、ガタン＂独 特な斉を立ててから列の前に止まった。 ワ

辿東り物に乗り込んた‘。ひざの1：まで女全パーを引いた。いさiliit1最初変な トンネル

を迎）ぬけて． 序々に Lへ 1：へと昇っていく ，，（火る—> I)渠り物の翡さが蔽,:・:jに心し

て一氣に治ちた。一次も又ジェットコースタ ーに東る'jiになった，， 今度は最｝）］にも出て

きた111転の入...,たものだった。前のジェI トコースターとIn]し様に釆り物に成->た ：1: 

発してすぐ大きな卜.りがあるへ成り物はとんどん昇ぅてゆ<_,そして・・・ うわーぅ '

修学旅行の日

C糸II 片山智 子

凸 修‘r'：旅行関係の(i事が始まって以求．払逹実行委目）2名は』糾製応
て活動を続Itてきましたc 火働委員の 「を({'け）ても思い通りには巡ま
ず．（IIJ度も先生がこ悠られてきましにそんな私逹は “もうIIJlIIなの？

と．~I只きながらも修学旅(i前 1iを1：りかえたのでした

さて，私はとしヽうと， 11iiHから熱を出してしまし＼ iliしく も（径学『Kirは（木まねばなり
ませんでした。3月121!。学校から帰るとすぐ匁拉ちか也くな 1)．熱か廿：ま した 私か
沿イ＜安だったのは，＇ ’IIJj日は休まなけれは＼吋なし、(!)が＇ということてした，絶対休

みたくない．風邪なんかすぐ治してやる。そんな＇ぺ＼杓ちてした ところか熱は 1くからす．

苫Lくなる一｝jでした9) 「今まで実fi委員て頑り！；ってきたのに。みんなて梨しく過ごす
はずt..:..,たのに ！．iそんな気位ちて一杯てした。翌11の3月l:{Ilo'.,¥..化に r休む．：とい
うことを（ムえるのはとてもつらかうたですc たふん．とても悲しかったんだと思います。

i戻かいつの間にかポロホロこはれていました。そのHはすっとベッドで哀ていましたが．

[lを槌ます度に右了のしおりをながめていましたC)L'人（になったその次のIIも．またそ
の次の日も。そうやって3Hか過ぎるのをt.,Iっていました。
今ではみんなのおみやけ品を父L< |ilいていますく， とても；先しそうにしゃへっている
のを見て ‘'ああよかったんだな。．＇と思．っています，、この3I llifl.私なりに得るもの
かあったのかもしれませんc
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走りまくった修学旅行

C組 小西真希

今1rIIO)條学旅行は．すごくい遣いよっていた。まずl円且それ

は大阪J成1こii-くまでの間。時間がなかったので，とにかくよった。そ
して，払が見I，ったこと もうよりたくない。と思ったのに，次の17は

晶査活動で払辻の班は，神戸でポランティアをしたり．アンケートをしたりしていた。

私は， Il!fnnもたっぷりあるし ． 昨Hみたしヽに走ることはないだろうと思った。 しかし•••。

私の）吐！！は人きくくつかえされた。それはなぜか。ぞ出駅前でのアンケートに思いのほ

か時間がかかってしまった。そのおかけ` で， 1s合II．ヤI：：15分前になってしまった。そこで
払辻はタクシーをひろい，いそいて 「かざみどりの館Jの近くに行ってくれとたのんだ。
しかしそのククシーの辿転T•（ふなにを思ったか 「かざみどりのtrii」 をいきすぎて，

仏逹をおろした。私逹は．リ冷時間にlii]にあうと思った。だが， 1iりの人に 「かざみどり

の町の場所1}}］くと、ぜんぜん場1所がtがい、いそいて私逹は坂を下り，そして長い長
lヽlkをいていっにか，私0)かばんが走るのをじゃまして， うまくよれずそして．カ

を（剖'i4tLてしま--,t.:..,そして．ようやく坂を登りきると，そこにはみんながいた。私
は．ハァハァいいながらみんなの列の11,にくわわった。そして，この2Hの間で思った

こと，それは，晋段からAじっておくぺきだと思い，そして最後にタクシーの辿転手うら

むぞ。

学んたこと

C糸ll 山根あさみ

最~)}ぱイ<hi,•1It.., かりた＇ へた •i/,tホテルなんかより．みんなでワイ

ワイ騒1:Jる小さなホテルのJ」かlヽし＼ とか。戌Ilなんか見ないで もっ
と迫ぺる）祈へ行けはl'lヽのに， とか（たから，それほど交しみにして

いなか...,fこ。それなのに． こんなにも；父しんでたくさんのことを学ぶことがてきて．

木‘'iに湛足してlヽる。今!111の修学旅行は私にとって最，げiだった。
払のいとこは神戸に住んでいるので長い休みになると，いとこと 2人で神戸の社iを歩
きまわった。lヽ とことなら自分たちのiIきたしヽ場所へ好きなだけiiける。だけど修学旅

i iは自分の好きなようにはできない。それがたまらなく嫌だった。 もっと見たかったの
に時間がないせいで見られなかったり。友逹との心見がくい辿ってしまったり。そんな

屹 LI分をおさえて人の心見を祁重することの大切さを知...,fこ。同時にr,分にはその
））か全然ないことにも気づいにせっかくの修｀芹旅行だから私は，とにかく；応し＼ヽ修学

旅{fにしたかった。 だから !'I 分の心見ばかり，；• ...,て＼ヽたような父しがする。 ても、 本‘','に

；父しい旅行にするには，時には191分をおさえて，人に合わせることも人．lJ)なんだと怖く
忠った。今lIII私は友心にたくさん迷惑をかけてしま...,ナこ。でもH・,:附lti舌ては分からな＼、

如主の人UJさを久1l...,t.:。
今hl私は人からたくさんの'j/を学んだ。大きくまとめると，人の気杓ちを考える，と
いうこと。学んだことを生かしていきたい。
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